
溢 I ミミ： n ミミ ミミ ミミ 巧ミ ミミ 巧：^ 巧: 
ミミ 斑 ミミ ミが だな 巧 ミミ ミな 说: S ： 


•♦♦♦パ け 


♦•♦♦♦**♦♦♦•♦ ♦拳 •• 


••♦»♦♦♦■>< §■♦♦♦♦♦•>»♦♦♦» 


はじめに 

BAS に 1 は、 玄 植で 巧め て〕 ンピュ —9 じ おのる 巧、 これ。 ら BAS ご B 巧を 麼 おしよう 
とさむ ている 巧の ためじ、 ろまでの BASIC 8 否の 《 ぶと なる® ろを ま 巧し 巧 ^ 入 P 销 
BA9C* もとし はるをので 巧 ♦ つ 寒り、 今 寒での ©ASICS 巧で C ヴ 々しヴ つたが な 
巧を を 巧つ でし* つ C と 3 えで < だち I、 

が SIC1 も 今までの BASICS ちの* 巧を* 巧し 2 とはいえ、 巧ち 又 (ステー トタン ト〉 
はろ ミでの BASIC US とまく n じです， これが BASIC I で SASIC 巧が* » をが なし 
な*、 巧の ステ ッフへ »cc とを M しで： C めです ♦ S 巧 巧を 令 文の) •巧な どじは とら r：) 
巧 ヴ C、 巧 <R でつ ンビュ ータへ ホみ ブる 巧め の づお r として n ス ていな だけの ばけ ク 
こ クでヴ ♦ 

SA み C8» を クス 5^ する C 巧、 とじな キー ボー K じな むて フ 07 クム 巧な クて 
みる ことです ♦ なヴろ クぶク >ri さ J とい ク 》»ヴ タウ 》 プヴ、 eASICI で BAS に 
8 巧じ舉 <i»n て < だろ レ、 


この テキス K 这、 り# の 巧 じで で 6 るぷク じ、 ■巧 巧い、 巧] ■などる » 
ん で巧ジ S すヴ、 巧 父 »、 « るいは 巧の# とち 夕« がいつ しぶ じ ちむ るの ち 度いで し 
ょ ク* : 5* をプ レビ じ a 巧 レ、 テキストの 抑 ■を IWC 巧な シ巧ヴ らお 巧义 S 巧 » みくな 
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St が 1 5a が c i かる か 


1 一 1 ス イジ チ- スン 

巧* を テレビ じ 巧みし かの C I のフ D ク クム •カートリッジ そ S 、 ント したん « 巧ユニ 
ットの スイ ッチを でが じ レ, しよ ク* (一& ■« じで /巧ヴ >0 の，， ヴ R 
なでは «り》 巧わ^* CD 5 とじ ^ QASCl 巧试 ay •と、 がちの て レ 巧 巧 ロネ 
るし、 この S ホヴ 化ない と 《 は、 ヴ<じ»» スイ ッチち * OFP " C し、 本 化と テレビの 巧 
麻 々ートリ、ンジの11し这^^^どそチ3：、乂7してく；5か、 



みでは こむ々 ら SASIC 1 ヴ C え g すよ 《 と、 コンビ ユータ 巧 への ■巧の 夕 
養ジ なので で ♦ 






なが 1 Sasic I Ready 


1 一 2 キーボード 

をて、 レぶ いよ かの c I の 色ち で 本 方し ま夕 巧、 ネーぶ ー ドの キー じは る 夕巧及 ま 
や だを ヴ I いで 巧ウ ます & このは、 本 > ヴい L； ぶク ce< ちわの 推 おを 巧ク ているなら 
なのです • でを、 墨 巧 的 じは 下田の 巧な 史 ろじを 巧す る こと ヴで さます。 

キ ーC 翁な のて いる 义 9^9 そ さ IKC 
着 < こと ザで «»ブ* 


みー ポー ドの11«ち3ン^-0 
ー ルで «*ブ* 

フ〇ン クシ* ン • 年一 
■■ C 警 •る 0 タタ おさの 
11*««义*7> 


ゾター ン • キー 
3 ンビ 3 —夕 C * 令 巧を る S 
か D 年 •です • 

ソ なか hn • 年一 
I •つ 8!〇 > ©0 ■レジり ブる 
と 《 CI 9 し* ブ ザ、 巧 9 ウ巧 
〇 か乂ろ C しで <«» い • 


巧み がが . p を 扉 || 巧 巧み’ W 0 巧 
P ’ 巧 が净 .が おが I 審 I »|橄 がを I №1 a 

D を 雪请 を; 黄领 がが も ぉ巧が- 
〇 巧が 度 I 、 が 思が が かがが W 田1 



—ド < け ere が 


ブ I - • キー < 


シフ^^•み一 

ホーが ー ド«2 儒 C で » る夺 


•巧， 

i のシフ^^ • み一 


mzsB 

けます • 


とを <0 じ 


; —ス） を 巧 


く 〇 しいを い 巧は、 こむ 方ら JM じ していき ます A 
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キーポ ー h ^ の スタの キーを どの 巧 ひとつ 巧して みて < だ ちし \〇、、 ビッ" とち ヴ して、 力ー ソ 
ルは 巧へ 1 文す:^® し S す。 そして、 巧に々 一 V ルヴ 友つ 巧に ■じあな 巧ヴ 巧し でキー 
のでを tfao 巧る のは ためしに W の 年一を 巧して み S しぶ クク 



そむでは、 をつ とい 巧で ぞの キーを 巧して み* しよ ラ。 巧々 C 力ーソル はちへ 读拉レ 
巧な 巧ヴ がした キーの 又 さ; 面 こ 書ち こ 50 ます A 





Si: が 1 Bas た f Rea か 


つま 0 * カーソル w は、 「ここに g さ こみ ホす ぶ w と M とのの ■そを 巧で じ 巧を だてい る 
のです* 

巧 ほどの 1 - 2 で*^ し C 、 苗 远じ又 タク 反ろ そ ■< こと 巧で 《 る キーを ま 班 巧して みて 
くだち い。 


'MM 

れ预 


♦スク 0 — 

いヴヴ です ヴ、 面面 じ 文 タタ « さを ■< こと ヴで S る キーを^ 巧して み g し S ヴ巧 スタ 
や 巧す、 民 S ヴ巧夕 tcg«c»rt、 クーソ j レは B 面の S « 巧 すると 86 的 じ 下の 巧 
の 一番 交へ# » し、 巧け て タタ やを さち 需 《 こ g む g す* 



S 巧、 巧ー ツレヴ MCDHTF で S «» で#® ブ ると どク なる でしよ ク， で 一 V ルヴ 0» 
のみへ 出て レ タク ことは® 0 まなん^ カー ソ ) K さ M の 一 »下の 弓の 5 M へ go さす ヴ、 
さまで •さ こ 曼の泛 文を?: なをが じ 1 巧 上へ 巧 18 し 》す> などし、 さ 夕で 一 S 上 じる 
つ だな タクを S は g 义て しまい さす ♦ このを スク レと いい 巧す。 す « は 一な じむ 巧 ま 
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step 1 巨 a が c I Ready 


♦ゾビート《« 

こ 知 どは、 キー ポー K のでを の キーち どれ ヴ 1 つ冉し 巧け てみ て < でさい。 いな 巧です ヴ、 
巧 レ 又す ヴ^»3 じ fiJil して B 面に ■さ こ ホ n すす & み 一なら ちを はなす と itSOS 巧 0 
このぶ 今 じ キーを 巧し 饒 I ブる とその キーの 义ぞ巧 音 t ®9 Cg 巧して ささ こめる 巧 AIJ 
ビー ト18^* といい 泛ヴ ♦ ホた この ifttt 、 スタ々 おきを ■ミこ C 巧ク でな く、 のこ お 
巧す る rgTffO キー ホ® つたと « な どじを しすす • 

♦テリ ー K «6 

さで、 こ ••c: 费 では 骑 にがて 文す や おホ5>« 这〇 だけで しご。 でも 巧 かこ こ； n ヴら 
BASCI で® KCjR す や 文す、 £« など そ* « こんでい <と5 じ *5 ヴク て* ク文呆 や g 
5 モ I •い 〇 し タク こと るで しぶ ク* 一 BS いてし 夕つ C 文 タクち ちち W して asn し 
« レ、 このぶ クタと S じは どクし 巧ら いいで しぶ ク。 


キーホー K の 在 > じ LWRL イ と誉 なれ e キータ so g す A この キーる S ブ艺 # の 巧で 巧 
して <だ をし、 *1ますじその»«押し用ブて巧いて<だちし\4 モクし なろ、 巧 じを 一巧 一 
mm と ■か nc キー ヴ巧ウ 《す* この キー s 奇 #の« で i 巧 巧して < だ ちい ゥ 
いウ 巧です な の々ー ソル 巧 1 又す 宝 AJI り* レ C な でさ 巧ヴて i fiTRL - l ぷ一 
巧 しで 55 で gHW キー そ R 面 巧して みて <だ8 し、 カーソル ヴ nan キーち# し 
でが 玄へ R り、 ク》 で >« こまの； C 又 字 SW してい 6 夕も 


そのでは、 rSTR^I キー ヴら 》 を g レて、 どれヴ交夕のネー巧巧してみて<なをし\^ 力 
-ツリ が 5 なり S へ 巧 »し、 が ue キーの 文字 ヴ》« こ 5 ns すな 
こ じ、 一 8 書を こんなず や 色 S がす « e 巧 ツ U — MMS ゲ といい 85 す ♦ この 後 
ffi を 巧えば、 ちしを ちヴつ 巧 文す ぞが每 €«« こんで しまつて を 正し < 雲 sa ヴ ことづて 


ちます々 


I QTRLl す 一を 度つ e «» じは、 ここでた91^る|»»^巧じいろいろな》おぞ巧つ ^ 
ています。 お 巧 W 5 W ) キーを 伸す と、 巧を のでず ヴ ちそて しまつた ウ、 巧の 按 巧の 巧! 
巧ヴ でさな < なること 巧 巧 ウタす ので、 な ヴ魚巧 so じ 巧 巧して < だぎ し 1 
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♦エティ ッ h «6 

では、 るし OBC いろい ミス 字* 巧 さ么ん だち とで、 MKD 方 じ* ちヴ いを, つけ 
C となは どク すの ばぶ レので しよ ク^ 巧 巧みる プリー で 巧して » ち •すので は夕 » 
で マな 

そむでは、 をク ー S f ^ sTRL - j キーを ま > の ircw しおけて くどか、 ホー； n — ドな5 倒 
じ 团百由 巧 の マーク 巧! なれ e ホー 巧 ホウ をす a が 田 キー 画 巧し でみ てく 
どか、 いな ヴで でか 巧ーソルが S るの 远 ■« その g 夕 でう 巧 上へ がし ミレ & 

く pcrmn そ 一巧 w ミれ てし々 し义 ||6«だ ん j 

こんどは、 rgfflri ネー«巧レで5»で S キー巧押して<で«レ'^ 巧ー ンんは 巧。 7 
で 1 又す るへ# & し 5 巧 > でち、 巧ー ソル ヴ 〇 し C 雄 巧ので 军は その S ま a つてい S ヴ 
& 

では 、 I ATWnI み •なろ « そ « しで、 文，。 み 誦« どむ しでみ でく: ださし、 いヴヴ 
巧。、 夕 交で ■巧ので し、 C タタ ヴ巧レ <1 •し e ♦—ので 巧 cgoos し C * 

この g じ nyrpn キー しな ヴら swffyn ホーを 冉ブ ことで、 巧 ー ソんゴ け 
» とで S ち CC なすこと ヴ で* »す* そしで、 »5 ヴ つて »8 こ知ヴ 交 字ち ■レな 0、 巧 
レ <» ぶしち ウ する こと ヴで 《» す > ごの 》* そ * エプ イツ}- といい S す 4 

い 巧 巧で 巧 巧、 これで 巧な C 巧る ク » とじさち じ タタ や 色95»^ 巧ウ、 D ごし C 0 す 
る こと ヴで 《 るよう じ タク C は ヴで巧 ♦ 

そ では、 ついで こを クかし 己 立 m ホーち* つた ««« 胃ち 巧 巧し さしぶ ク寺 


♦カーソル 巧 巧の >巧 へ 

»^交ネ々巧夕そ,ち这^^で^々がで、 その 巧を きさ ■ち 6 レ; C レ、 このぶ クな とさ 
じ も 巧 C あみ 一 C * で ク づ:ブ < •ント ち 巧 つて gSB ヴ ことを で « 
巧す ヴ、 ちク ひとつ «巧 な IW 6 ガ巧〇 多す • 力ー ソル 巧、 とこな 玄？ 巧 塞ち 这寒 。でし、 る 
巧のを ¥ へ# 巧 して < だち レ、 そして、 I ぶ T 田」 み 一巧 巧し egg で 圓 のでを の ホー 
€ 巧して < ど さ レ、 いヴヴ です な\ カー ソ ; L せ一 » C して そのうの 宝鷄へ ちれし 交し だな 
こク して、 巧し < タタを »« こめげ、 «街^*«&^!3?夕を|8巧义ることヴでさ*す* 


■(ZATOflZa^TSII 

\ ffTPL \ キーち 巧し なが 


ミて、 こんが ま IgTftL I キー S 巧し なヴる B の 又す のみ 一 S 巧して みて くだき 八い 
なヴ です か こんどは々 ー ソル ヴ よの。 のを か \gft しました。 このの ■ヴ〇 
あ 0® 巧の 巧 ■、 な B ®± J ^3^«« S ミ：きこめる一 》1® C >6 WC 、 この 
のこと ミ々 ーソ /1 XD •巧ー ム- 71^シ3 ゾ と W 巧み こな g * を 力ーソル ヴ M 上の 
どこ C 巧つ てち 一 g にしで カーソル そ 巧 ーム- ボジシ3ン1251すことヴできます。 


夕 


St が 1 Ba が c I Ready 


• 又す ちまと めて 一 S じ) » す 機ち 

クー ソ J レを どこ クタず 巧 » きこまれて いる 巧のを 巧 へ g 巧して くゴ さい。 そうし 巧ろ、 を 
ぅ一 あ LCTW，! キーち 巧し 巧 ヴら、 こんどは （8 の 巧夕の キーを 巧して みて < ださい。 
どうで 巧な 力ーソル ヴ巧 がの、 力ー ソル ヴ ろが スすヴ ー8C き® ちえて しすい ミし 
も 

では、 方ー ソルを ち クー g どこ 巧 文: タヴ * さ么 ホれ ている 巧の る《 へ 巧 B して、 rgfmn 
キー そ 巧し なヴ 5 面 年 一を# してみ て < ださし W こんどは カーソル 巧 巧る 巧を 巧 ゴー 
sew えて レ S い 8? レ C み このよ ク Cs スタ々 拓夕ぞ まとめて 一 B じ试 してし 5 ク こと 
をな が， 


• テリ 誦 h •••のみ ク ひとつの ■いか 5 

rgTRLI キーと 巧 キーち «ク と、 巧ーソ J しの 巧る 应 ■巧る 後の 玄 S ゃ紀夕 をを 毀一 巧 
じ してし S い 寒した み では、 塞《こんだスタクだ9<；036巧ぞ巧ですヴおっでし寒いな 
いと S は どクす n ばぶ いでし ぶ ク* 

» ヴ、 でー ソんを どこな た 字 ヴ應《 こ 》0て いる 巧の 巧 巧へ g かして < だまし V キー ボー 
ド a 請 じ 押 AC B と ■な nc キー ヴ 巧り* す 6 この キーち 巧し でみ で < ごちい. い 口 
tr 巧で、 スタ 31 •ネ g レ c ヴ I ■ヴ 》 いてし をい まし & このぶ ク C 、 I が Aflg ホー 
をち っで S 夕 €«ヴ ことが で 88? ブ 巧、 巧し C 後な 否 白と なって 30 すす。 

では fgTffqi キーを 巧し 巧ヴら （ HD み 一 €1 面 1¢ してく ださい A いな ヴ です ク 、巧 
ー ソんの 巧 ■は その でろ 又タヴ 1 又 字ろ るへ つ さ ウタし C な このぶ ク じする と、 
•さ こんなで すた 色 S のる 年に いろない 文字な どヴ ■な a てし さっ C と 《 でを R ってし g 
ク こと 巧で SS す ♦ 



mm 
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3 がた 1 Rea が 


1 —4 画面 じひら ガ なや 回 おち 塞 < ときは 

さて、 こ^までで 巧な ごま 芭 ち こちち こ X 茸を* き、 >、だ ク、 打 圧しで 勺、 巧し 巧 0 する 
こと 巧で さるぶ ラ C 巧ら の だと g いすす • ところで、 を ラタ 巧たち 衣 巧 巧 さじなら むてい 
ると 思い ミ。 ヴ、 HBC は、 で ルフ 7 ペットの / J 巧， と 技ろ、 及 ひ 教夕し ウ,< こと ヴで 
さまなん でした み キー C はを つと いろいろ 巧 タタ や 民ろ、 田ち などち 》 いで 衣 05 す 6 
どク したろ このら の 交す々 任ち、 西 ホを じ* < こと ヴ で* るので しぶ クヴゥ 


♦タル フタべ ッ h のス スタ モ ■CC は 

3? 一巧 一 K のち 下と る 下 じ I る HIFTI と ■か 口 JC ホー ヴ ホウ* す々 ては この# 一を ど 5 
らヴひと：：巧し2夕5でアルファぺ、ジ1-のキーを巧レてみて<巧ちレ^〇 い 巧ヴで 巧な、 巧 
® じは スルフ タぺッ h •の 义义 ぞヴ需 « こを 巧た は ヴでブ • そむでは、 I か! " ■! ホーを 
巧し ご ミす で租の アルフが ットの 文す も »S る A/C みて CffSS 八 
では 巧 C、 l5HiPTi キー そ 巧し C* ホで キー ボー K の一 猶 上の 巧と、 キー； n-h： な i リ 
の B タク ご i 一を ホ® こ!® してみ て < ど さ レ、 どク です ヴ、 そ ri そむの キーの 上谢 C 
白で ■いて 巧る わ* 1 ヴみ たこ 含 《 こめ S したみ 

このよ ク C 、 (かげ TI キーん ひとつの キーで 2* 類の 5 ヴク玄 S やたち 巧 ■< こと 
巧で ろる、 つ S ゥ ♦一が一 KS see ヴる ホーな のです ♦ そして、 i か < 巧 I ホー 巧 8 
つで B » C 又す を «8 こ记 こと « * シフ する ゲ といい 》夕々 


ホ も 


こので； 巧し フ: P ペットの 天文す、 ル 文 も R 宇、 £3 みり « さ 巧ヴり 巧り 5 し 5。 このよ ク 
じ、 ホーホー h ： クら タル フタべ、 シト る篇さ こめる の ■を 巧 ル 9 がット • 巧ジシ3ン" 
とし ル \ s 万ー ソ j レは V 囚 • ヴ g ホち 〇 す ♦衣 化な «»モでが^ じし ごとち、 キーボード 
I ミ なすこの 7 ルフ でべ ッ h • ボジシ 3 ン となり、 ロー ソルは、 田 "と « 巧 ミむ 》 すゥ ミで、 
巧に お 巧す る 、ひろな 巧、 ボジシ3ゾ や 〜 フク フィック， ボジシ 3 ン V 巧ろ この タル:^ 


FUNC 


さな レと « 


D0gg 回 曰 0 回 回 0000 巧 
P00 百 00 00000 回 IP 
巧 gSBuiPQpggiiBBDa 
0B9D 田 巧 巧 VgBPg 


Ready 


09 巧 巧 図 090||画60〇 巧 
巧 0 巧 百 0 DD 田 110 巧 獲〇 m 
D 0 B 0000 DDDDBD 口 
D B0BD 回 0 の DB0BO 


♦ひ 6 ヴ 9 •ボ ジシ a ン 

そむでは、 キー ボ ー KC 塞いて 巧る * ひるが さ^ モ M じ* < のは どク すむ ばいい のでし 
よう， キー ホ •ドの £ BI じ け lAMtl と •巧 n 泛キ麵 。。り 巧 々• この JH ® ホ麵巧 


巧 レな ヴ ろ、 キーボー ドのち上な«字の ■©#— «巧しで<ださし^^ Ky の 0 の ホー 
じ 巧$ とじり、 さな 文军 で* クタ* と g いて 巧 0* すみ るて、 カー V ルを* て < ださい、 


0 ク £> 田 csrx ) g レ C * そむで! さ、 巧い ク义 巧の! •で 年一を ザして < だち 
い* どう 巧な MC ひら ヴなク すみ このよう C * ひ £> がが ミ ■« こめる の 
■を、 ヴな •ボ ジシ a ン "としん \ R す > *5、 この 巧ジシ a ン でる f W i m ホ- 
を巧ク こと ヴで Sg す ♦ 

ひる ヴ 巧- がジシ 》ン で 塞ヴる »> 色夕 




巧 巧 回 巧 g 
巧 IP 百 回 E 9 回 巧 0 巧 巧 0 の 0 

巧 D 0 巧な 西 00 DDe 回 Dra 

BDBBmmBmm^m 


♦ク クフ イジ ク • ポジ シ S ン 

こんどは、 を 一巧 一 K の キー ご爾 をで g いて 巧る 面が （クク 7 イジ ク •パタ ーン〉 を 霜い 
てみ ましよ ク* LKUUftI ターと、 ごか どは «? の 画の キー S 巧 »じ 巧して <ブ まいな 
«夕の ■ 0 キーの 上 じ 巧 RAPH * と / J 巧 巧 又军ヴ m で 巧り 《も 巧ー ソル ヴ* 田" 
じ 5 r )0 まし ごな この 巧 看を ^ クフ イツ ク •ボジ シ 3ン^ とし ル V キー じ > をで S い 
て 巧る 田 巧を MCgs る 〇 こと ヴで 8* す ♦ このが ジシ a ン でち rgmq ホー ヴ巧 
えを 巧. じ ホーを 巧し で OBCB 巧 3窗« こおで みて くごち し 寒 C 、 1 •况化 I み 

一と ■■■■ キ—を C つで 力— ソル ちせ 巧 ヴを田 巧ち 巧みを る户、 西 お ミ 
巧 じ* な、 巧を ■< ことを で 8 ます A 

クラ クイック •ポジ シ*ン で ■ける ■巧、 觀夕、 89 


シフ K キーち 押 




p に! @ 巧! 長] B 0 B 巨! 口 DD ご! m 
P 匹) 度! 固) 屋 1 面 n 
0 田 因 0 C ? D 巧 医) 面 @国@0 


キー 巧 一K の一* 上の 巧の g す、 だが、 巧 レ フタ ぺッ h •ボ ジシ a ンと面 じを のヴ 書だ 
こめ 5 す. 

だて、 こので たク ぶな 方は、 Oi ■じ タル フタべ ッ 1-、 だみ ひろ ヴ & 因化ぞ 6® 
百 在 CSS 込める ょク じなりました み 

このよ ク じ、 田 » 上 CB 由 B 在 じ クー ソル 巧 to 巧して、 义字^ 巧な とを 含 さ をんだ 0、 
满し 5 り 巧る ことが BASIC I でフ 07 クムを 霖い C0、 ク クムを ホ 正し 50 すると 
«の» ぶ ごる C さす • 十ろ じ >!> レて キーホー K の 靡 巧 じな むて <巧《 し、 


だ 




step 2 





c 



B る 



6 

op 
ミ o 
ミ ♦ 
♦ミ 
♦ミ 
♦ミ 
さ ♦ 
♦ミ 

♦ミ 
♦ミ 
♦ミ 
♦ ♦♦ 
♦ミ 
ミ ♦ 
かかか 
♦ミ 
♦ミ 
♦ミ 
• 00 
ミ參 
♦ミ 
ミ ♦ 
♦ミ 
♦ミ 
♦ミ 
♦ミ 
♦ミ 

〇〇〇 

ミ 

鲁 


9 ミ « 
C ♦ミ 
0000 
ミミ 
ミミ 
♦ ♦ミ 
♦ ♦ミ 
♦ ♦ミ 
♦ミ ♦ 
♦♦參 舞 

♦ ♦•A 
ミミ 
ミ A か 
ミミ 
♦か ♦♦ 

♦ ♦ミ 
ミ 争 ♦ 
♦ミ ♦ 
♦ミ • 
• ♦ミ 
0 ♦ミ 
A ♦ミ 
A ♦ミ 
鲁 ♦♦♦ 
ミミ 
♦ 0 ミ 

• 090 
♦ミ ♦ 
♦ミ ♦ 
0009 
♦ミク 

♦ ♦ミ 
♦ ♦ミ 

♦ミミ 
64 ミ 0〇 




0 

♦ ♦♦♦ミ 
♦♦♦♦ミ 


0 ♦♦か 
ミ 

♦♦ミ 

♦♦♦♦ 

♦♦♦♦帝 


♦♦0«〇 争 0 C の々 
なな 0000 <、 


•ミ 

♦ミ 

>• 

00 

ミ 

♦♦ 

00 

♦ 4 
0« 

•か 
ミ 
か 0 
かみ 
ミ 

♦ ♦ 
♦ご 


♦♦ 


• ♦♦參 OA 



0 

0 

0 

00 


〇〇 
ミ 
ミ 
♦ 0 


_ ミ 

二み C 


00 

争參 

參 

0 

〇〇 

00 

ミ 

♦ 

♦ 

ミ 

♦ 0 
0 





♦♦♦ミ 
♦♦ミ ♦ 

ミ ♦ミ 

♦ ♦♦♦か 


✓ 

♦ 9 ミ ♦ 
«««〇00 



♦ 9 

ミ 

on 


ミミ 
♦ ♦ 0 , 
♦ ♦♦ 
00 * 
參參 0 
000 

9 ミ 
000 
ククタ ♦ 


♦♦♦♦度 
♦か み〇み 



00000 
00000 
♦ミ »♦ 


♦か ♦鲁 
0000 
♦♦ミ 
ミ ♦♦ 
♦ ♦♦A 


♦♦ミ ♦ 

♦ 0«みク 

S 

〇«み0〇 

ミ 

♦♦ミ • 
♦♦ミ？ 

♦ ♦ミ • 
♦ ♦クミ 


なさ p 2 8ASIC I で巧ヴ できる々 なぞ 


2-1 か* を やつて みよ ラ 

» Step 1 ヴら 巧け て お g みの 方な、 一 gg* を® つて 宙 面を さむい C して < だを い 0 

さあ， いぶしぶ この ステ、 ソフ では BASIC I をな つてつ ン ビュー タ C 巧 なぞせ てみ ましよ 

う。 


♦巧し 娜を やつて みよ 5 

でん ^2 卡 3 J のが •巧 さ だてみ* しよう • M です た 巧 巧 国 呂 と キーを 巧せば 巧 
モ 出しで ぐ n 寒す ヴ， つ シビ ユータ じか > をせ る じは こむ だけで さ 巧る レて <む ません 6 
C めし じ W と 0 じよ クじキ ー€ かしてみ で < だ ちし'^ MC 巧ヴ ■夕こ SC る だけで ヴ 
な A BASC 1 では、 二! ン ビュー タ C 巧な ちせ C いと® じは， 巧る 巧す つで** でつ ンビ 
ユー タじホ ♦を レな ヴ〇 ばし 巧^ない ので 巧 A この， BASIC I で S めろ む5霞* を ^巧ホ 
tt( コマン K )j と L ん、 いろ /V 巧 M 巧ヴ巧 > ち 〇て い* す 6 R 巧を させる とさ I ま rP 
RINT J とい クが 

でが ろ cwcgs こん； eic そ 巧し こ カーツし を* 巧の 巧 asTTR しな も 巧な « じの 
« じ 書 « こわで < ださ レ、 

BG 面 因 EE 田 巧 9 

rpRNT J の 又？ も 巧し フタ ぺッ h •の J 、 文 S で 巧れ ぷ せ / W ■ は 立 西 EE ホー 5 巧 
しな ヴろ ■ 0 キーを 夕し タブ ♦ 



あむ， * ど S えを おして <れ まだんな 6 々ー ソル 巧 ■のちて 病 京して います。 r 田 J を 巧 
すの なな 9 ••ち 巧い ます cl / tm いヴら では 友ウ まだん > 3 ンビ ユー タ は， まだ 函 をに 
巧ヴ巧$?こまむるの巧巧. と カー ソんを 魚 巧 さ だて 巧つ ている のです。 » ぎこみ づ 巧つ 巧 
ぶ， とい ラろ 这 を* つてを 5, 巧い と • つンビ ユー タは い::) までを 待つ ていを す C ホー ボー 


だ 



な 2 BASIC I で巧ガ できる々 な 9 


♦ひさ ■, ジ け！!， むり II もで 夕»ブ> 

ft 巧 じ r PRINT J と 塞いて， 巧 じ* 巧を SB いで， じ キーを 巧して < だを 
い々 なし ■と R«C8 义ヴ 下の 巧に » ホ ちれ S す A 

♦ひ «雜3：«5( —) は， « 字 の 0 の ac 巧る I キーです 9 

♦クけ ■の おろ (X) は， キー ホード の ■の キー でヴ。 ffttiJ … み 一を 巧し 泛 SS 
で 巧して < どまし \〇 

♦〇0>な度9〇〉巧， キーが一 K5 下の 欄キー です • 

期） 

7-3 - の 面 山 回 因 团曰国 EBSia 
3 X4s 卜 l[RII I IINIITl 间巧间 pETURNI 
6-^2= 西 固 田 面面 固 因 国 IRETURNI 

いか々 と K ミ S えて か 海を してみ て < だか、 でだし， 8AS に I でが が R 巧む 下の 
か*, 及 ひ S か ちな « ヴーぉ 7 巧な ろ. g を 天 さな 《巧7 がの « の 巧し ク か> ヴる こと 
ヴ でち 寒を た^ 6 |t» さだま 巧た. S 义ヴ ごの 苗を 巧え ると か* で S まだん。 

湖） 

466X ?S3^ をが > ぎせ ると 面の 含 じ!! 巧を 巧ます。 


K のち 婦じ ぷ ETURMI と 誉ヴれ た キー ヴ怎 〇冢 すな， この キー 巧 コンビ ユー ク じ* ち こ 
み mi つたこと を合运 する キーで • 「U ターン •み 一 J とレル^ます。 では， この ネーを 巧 
しでみ て < ださし、 



かが 2 BASIC I で 巧 巧で きる かな 夕 


下の 巧の 广 Sir 6 わ Oj 註 かちの S ス ては 巧り ミ せん 广た せ/ Vj という » 巧の; 4 
*ylz — ジタので す々 か » のをぶ は 359 巧 4 となる はヴ です 巧 • BASIC I て わ W て さる おな フ 6 
巧ブ •/ 卜し CC め 巧> でち なしので す ♦ 

娜 

S 今る ご を か ■さ だると • こかとは 巧の わ 5 す. 



下の 巧の 1 は » 文で ヴ* 本# の 5 义 e ri，$ W で ga でを BAS に I で I み」 巧 巧 の 
わ 祖ヴで さいせんので 广 *6 J ヴ巧 < 巧って レ 5 つ だのです • 

亩エ クー > ;< 、ン な— ジ とは 

巧 さどの 巧 巧で でて さ e, r か H で SS だん J とい ク歷 巧の タッ でー ジの rsrr e わ Oj、 
こむ を で: 5- • 乂ッ たー ジ J といい 夕 も 

SASJCI では • コンビ ユー タ へな ホろ ヴ 正しい。 どク 。そいつを チェ、 ンク してい ミ。。 ち 
し ミ 5 かさ 鈴が かなと どご ヴ ミ 5 ヴ ってい ミの クが げ1 〜か M7 のタッ な一 
ジで巧し义て<の5>«>^：す* そむ それの エラー- 夕 ，ソ だ ージの S 巧は, J り 7 ページの r エク 
一 > > 、ソ tZ — ジー It 巧 J じ ■いて 巧 ウまヴ •をし • エラー • タッせ ー ジヴ巧 巧 さの 巧を， 
この 「ェブ ー- タッ tz — ジー そ 巧て， »ち か、 を S して < ジミい。 

♦夏 巧が >， カジ 3 ちつけ たか 篤^ るい* (ベ 含柔) のか II をで さます 

巧の 樣 なか* をで ミます。 また， 巧 もちが V とすって わ S で ミます。 

卿） 

12 X 5 -が ^ 9 = 回 のの 回 ご] の 图西面 巨] 图 面田图 IRETURW 

( 2 + が X ( 6 -の = 回 回 因 圆团の 回 因 国の 因の 固 曰 国の iRETURNf 

3 + 2^ = 图囚图 因 国阮巧 雨！ 

しか、柔<2«»は反 巧ぃまも 



な ep 2 BASIC I で巧ヴ できる かを そ 


«を» カツ ニの が 君る で 《 ます。 

か は ， （ るし、 巧" または 今一 + ミ だは一 の « となります 6 

いろんなな でか g をし でみ* しよ ラ ♦ (たど レ， S え か J 巧 用 ジ 下 A -お 7 B 7 〜お 7670 巧 
面 巧 ころる とな g でさ 巧 だわ^ 


い巧ヴ です 巧 > PRINT とい ク文夕 ち S えな か » ヴで Sg し 巧な^ こ© PRINT の 又 ぞヴ， 
が SIC I の A 今 S の ひとつで， ここで ま， つれ: ■< か* だ OS えを 0» じ 5 巧し なさ 
い J とい ク寒時 CS っていた ので ブ* この 去ク C PRINT 6 ♦巧 ffi ク と， コンピュータ ヴ 
巧 巧 巧つ CW を B 面 じ S ホち だる こと ヴで 6«すク そして， この P 阿 NT 巧令ヴ BAS!CJ 
SM 巧ち つと を ■$ 巧な ホ AS とを いえる ちので す， 
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なが 2 BASIC I で 巧 方で きる かな 宁 


2-2 戶阿 NT 命を で 化 じ 巧 巧で きる の 方な で 

• PRINT 命令で 誦面 じ 文字を* こ ク， 

ちて， ここまで な « 巧で PRINT A をを 在つ て お ■の 器え ミみ でぎ せる こと ヴ でさました • 
でん 巧 ほどの たし R の 塞きち ち チ ヨット 爱 えて A \で みまし よも 因 面 田 面 田 日 困 国 
因 巧 巧 口が 惦 と， わ g 巧の R とク しる じ 田 (タフ ル ごー テーシ 3 ン クーク） をつ けて 
みまし レ \ 巧ヴで 巧ヴ， ろ ネヴ 5 示さ 巧が じが® まヴ » 巧ち trc しまい 寒 レな。 



このぶ うじ PRINT の 巧との かがを 瞧 ■で々 こ C と f 誦 画で ク こんだ 巧る ちその S 
巧し なさ レん とい ク 肅 度 C な 0, 3 ンビユ ータは 巧ち か ■なヴ C , か 縣巧ぞ そ 
の 559 巧して し タクので で， 


そり 口ん ■■な 中に い 5 んな 文を ミ かて 助 じた 巧ち だてみ* しよう > 


PRIHT 

" B ft £ I C I" 

P ち INT 

"二ん じみ a! " 

PRINT 

"ホ ♦•♦ ょ ' 


い々 ヴ です ヴ， TOTUMI 占 一を 巧な と， ■国で 巧 こんだ 巧みで 文 タク だ 5, 巧 巧ヴ 
巧 公け じ 巧を さむます の。 

実 巧 じ 8AS にで 巧； クフ □フラムを 巧つ たと して， この PRINT を そヴ巧 巧つな ろ， コンビ 
ユー タは その フ □クラムで »ヴ す ことは でち をす ヴ， B 面 じは 巧 じを でで こない ことじな 
つてし まいます A このため， PRINT ホち 巧 > フ □フラムの ホで をが ちじる < を 打の 

る S 本のな を^^の です。 





♦ 公 ♦ な ♦♦ バ ♦ 


♦♦♦ft 
♦ 0 ♦ク 
0009 
»♦♦♦ 

が ♦♦♦• 


•参 •• 

oeoA 
♦ ♦♦♦ 
«♦♦♦ 

• •♦辱 




♦ 0 ♦♦♦♦ 一 • 

0 ♦ク 
♦ 09 ク 
•ク〇 • 


steps 


| 〇 * 00 «« 0 « 



変数って 何でし よ ラ 


♦♦•000 

♦♦♦♦♦♦♦八 
♦ O 0 ♦♦♦♦パ 


• ♦♦♦ 

♦ A ♦夕 

• ♦♦♦ 

• ♦♦♦ 

♦ ♦»夕〇 




•参 

♦ ♦♦♦ 

♦♦ク ♦ 
♦ ♦夕 9 
♦ ♦♦ク ♦ 



■ •か 


♦ ♦か 


♦ ♦ 一 ♦ 

♦ ♦♦♦ 
♦ ♦一 
♦ ♦♦♦ 
>♦♦♦♦ 

♦♦♦♦♦♦♦♦• 
♦ ♦♦♦♦♦パ 


>♦♦♦ 


♦ ♦♦♦1 






♦♦♦000 か 
♦♦♦000 か 
タク 

♦夕 ♦♦ 

夕 A 00 
♦ ♦〇〇 
♦ ♦♦♦ 
00900 


♦♦♦♦ 
♦ ♦♦0 

♦ >•9 

♦ ♦♦« 


•♦参 





P 99 ^^ 

♦ ♦♦か 

♦ ♦♦♦/ 


， 3 • 


>6 ♦か 


step 3 まを つて 巧で しよ ク 


3 — 1 変 致とは で 

广類 へんす 乱 ちょっ とむ ブ 。しぃ ことは ヴで てきました な とり ぁそ ヴぉぉ はちと 
じし こ 巧 CDS 巧 巧 法で コ シビ ユータ じ お g を させて みぞ しょ 

たとえば， 巧と 9 そでし » する のじ ri5*9j とい ク さを 巧の ほな じ 巧の 巧な 巧を をあ〇 
ます々 つを 0, 1 も i いう 安ち rAj とし ホす々 巧に • 9 とい ク» 巧 rgj とします 〇そク 
して • と r も そでし > する 巧る です々 5 まは • ri いん る H お 巧 な つてを • A と 
目 じ 巧 さ。 まて r ぃも としてが じ 巧。 • THS 巧 じこの。 るで コンビ ユ-夕 じが 
馨 ち 巧で みを レぶ も 巧の »« で iM じ as こみます C 

1 面 巧迅ち ~ Rg か 用 リ 

2. E 互 巧 巧 IBlgH： 

3. 田 色 山 虹 fTfl&iCl： 面 田 巧 巧 巧 Bffil] 

いヴヴ です 方 • step 2"^^§わ>ちさちたと5と罔>(3さえヴ巧巧ち巧5し巧巧。 

この 5 法で K の ヴ〇ジ C 巧 8 クス ご rAj と rgj のこと 巧 .g だ J といい 巧す。 をク少 
し Eg じい ク と， ここでの r A j と r 目 j 巧 R 巧 巧ら むして いますので， 「おのを 巧 (す 
ク 5 へ かす ク) J としん \5ブ* 

*涅《 は， おち 巧ち 巧え る巧ブ でな <• スタぐ ち 夕じス \ てち 巧 «C 巧 《ク える こと ヴで 
55 も このと ミの 城ち 又夕 WJf と t ん巧も 文寒悦 (こつ I では 对 I の 後が でフ〇 
ブ クム 巧と 巧む 巧で# 巧し S す 6 

• S 巧に C える 文ず の ち みろ むせ 

いまの か JI のみで 15 巧 巧と して と 广6^ 巧 g いまし; 5ヴ， BASIO I では • どんな 
で军 々巧 S を 担 R じして をな 5 いまだ か。 し 巧を* 义 1$ タタ さで 箱み 合わせたち のでを 1 
つの 巧 《 として 居义 ます ♦ たどし， BASIC I のを そ a とを < 巧 じで: さの 拍 さ だと ♦ e 巧 
の 文す じ 技 字 巧# <こ とはで ちません 0 C と义ば • さぞ 度 どの 得は 巧の 巧 じ g くこと をで 
ぎを す C 



Step 3 愛 歎って 巧で しよ 5 



い巧ヴ ですな 巧 K の ■典ヴ 巧と な <0 巧つ てい C ど! ブ g し C か このよ クじ > 咨 拓を往 
ク とい ク ことは • こ 巧 巧 ら BASIC のフ 〇 ク クム g 巧つ てい <ク えで ひじよ ク <こ ス 巧な 5 
えで 巧む 巧 ♦ ここでは， とウ ホえ す » とな こみ 巧を の 巧んだ， とい ク こと ヴ ヴ つて 
いなだけ 巧 巧い いでし よ ク。 巧とは， 巧 X0 後が でフ □ク クム eg® じ SK をち ク; C 測の 
とこ 5 でる クー Sift 巧し* す. 





フロ ブラムつ て 何で 


S なり 4 ブ □クラム クて 巧， 


4 一 1 プ □ブラムは， 仕 寒の き 《 

ちて， ここまでは， ご:/ ビュー タじ巧 巧ち だるの じ， 爱 覆 じ ホち 養を ちいて > .巧 じ 封 巧な 
などる* いて rwwiwr ホー タ巧 なと _ をえ そ おして <む 多し 夕， しなし， ちつと さ 巧 
巧 こと € ニ シビ ュー タじ S だ C いと 《 c 化 こむ では ブ 巧で ヴ* そこで， コンビ ュー タ じを 
せ 巧い ことを をる そ 巧け て！ •まじ 塞いて ち 《， を MSg つ C を最 名) ク じご ンビュ 
ータ じち 巧 さなる* この ザ フ ロブ クムの きえ々 たでで々 つ* り • 三 シビ ュー タ じけ » の そ 
« ち BASIC のい 5 んな 命を で！! 又 さ 巧， 一 SC » 行を だるを のとを いそ 5 す 9 
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なか 4 フ □ブラムつ て 巧を 


4-2 ブ日 ブラムを 巧つ てみ よう 

さ こ いぶい ぶフ 07 ラム じ チで レンジし てみ 巧し ぶ ラ > でを， その 巧に 巧ろ を一 孰す る 
るを でろ ずて さ 巧 C ■ いてさ C 又 タク 技ず， S 5 S ち ^ 巧し ましよ ク, « 金 をのる のでは 
ホウを だんぶ ♦ BASIC I の ホ 巧 S を ff つてな つてみ ホし ぶク * 

ごま, 

3 ンビ ユー タの そ *0 FP * じ 巧る とい ク ことは， B 面なる 5 ろん S むい じ满义 g プ 
巧、 そむと 巧 巧 C 二! ンビ ユー タ本 巧の 乂モ U などを をて g 式て し夕い 夕す^ ちし ， 定 巧な 
ヴフ[11ククムを巧つている*中で>»モ *0 FF * C してし 5! ク C とし 巧を， そむ 5 で じ 
巧つ てし で兀ブ クムは を S が I てし » いまむ 

♦ B ■をち むい C ブる ろ rgEgi 

こなた t は， 0 面 C « なのて いる S ず や だ > をた で g し， クー ソんを ホーム 巧ジシ S シへ 
> し夕す A 

5ヴ> 々ー ノル 巧 MTC 巧 も ■か n な レ 巧の 巧 1( 宙 》〉 へ# B しでく でか、 0 
のこ， 因 1 EIB 五 EBE ) とキ— ち# し 》プ* 

いた 巧で 巧で、 0» じ ■«&» れてい C 亥 さや お ろ> は ミて W えてし さし 夕 しな 4 ろ 餐> 
田 ■を 《巧 い C すると® は， C の でけ なつで < ださし 

•コンピュータの 中 そ 8 れい C する ホち 巧 巧 石 

3 ンビ ユー タの衣 ホの 中 じは， BASiC のフ □ク クムを g 雪して 巧 < なめの モ IJ た， 巧 
ほどの SK を 巧ぶ 又で 巧<« めの タモ U など ヴ巧〇 »夕4 るし， ヴ でこフ 〇ク クム ヴ巧 ■ 
まむ ている のじ 巧し いフ D ク クムち 巧つ S とすると， 2 つの フ □フク ムヴこ 5 ク こちな じ 
な ウ， せつな < のフ 07 クム 巧 C 义巧 < 巧つ だ ク 巧る こと ヴ巧〇 »プ* そこで， 巧し <フ 
□ブラムる 巧る とさ 巧 ど • こ mgwi を 在つ て • 度 g をのて いる フ □ク クムな なお 
の « などる 巧ろ なじめを 史滴 レで 巧 <巧巧 ヴ 巧。 ます • 

巧!。 切 ， ftgttjR 切 と キーを 巧し ミす。 B 面 じは 巧の 巧 C ち あろむ n ませ 知 ヴ> こ n でコ 
ンビ ユー タは • 召め て 《« を *0 N * C したと さと 巧 じ 状* じな ウ ミした。 


♦ が!! まだる フ □ブラムを g いてみ ぶう > 
巧の 巧 じ疏じ g きこんで < だが \〇 


巧 お 




この 3 つの 巧ろ をさむせ て、 
f ブロ クラムで (ステ ー S 夕 
ン h 〉 J といい ミす > 


固 巧 マ 巧 gb I 凹が 巧 iRgT ^^ 


が 


step 4 フロ ブラムつ て 巧で 


ぃクグ ですな， 巧 a どの コンビ ユーグ at * をさせる と ミの きき 巧と ぶく 化て います か 
I RETURt ^ I キーち 巧して ちろ ろ 巧 表 巧ち むま だか Qo » は， そむ そむの 巧の C 巧に* い 
た f 1 CU 广斯 0® タヴ 巧るな 5 なのても 巧な どの クラムつ て 巧で J のと ころで 
お 巧し じ 〕 シビ ユー タじ ミな e いこと じ M ミ做ブ る， つまり， この 尸 心 で z < h の 巧 
タヴ その S をな ので ヴ> そしで， このぶ クじ 巧の 最巧じ 装タヴ ■なのる と， 3 ンビ ユー タ 
は eit 用 じ， r このは フ □クラム 文 だ J と 巧 ザし， フ □クラム そ 巧 7 きせる 巧を ヴ< る ま 
では 泛《 してろ くだ! ブで 巧 ち レみ のです ♦ SC , この ^1〇ム rZOj の »す 巧 「巧* ち J 
としん > さす ♦ SC 6 巧 の ^2*3^ の 80 るを ブぺ クン K と レん、 で S ろ一巧を S — 
スぺ クン K の tf ろな ヴ « W 巧な フ □ブク^と 巧 ウぞヴ * そむでは， 巧 » タミ CK 2 巧 居〉 の 
^ENOj は 巧で レぷク ♦ これ 比 r この フ □ク クムは ここで g ウ です 9 J と 3 ンビ ユー タ 
じ 巧ろ だる ホ そ » 巧ので ヴ* スコク クムの •* じか ヴ •《» す ♦ 

♦プ 〇ブ クム 巧 IW さだを rrorr 

BASC めフ 〇ク クムは， フ U グラムを g 巧 さ だるち >ヴ< る 《 で 巧る し 5 せん > この， 

フ □フ クムを g 巧ち だる ホ t 巧 rffPFn なのても では， 田 田] 回 巧巧3253 と キーを 
巧して みて ce ろ レ、 レの ヴでヴ な 》 えヴ & 巧ち； n ミし 公な ？^リり6>ヴ>巧ちむる 
と コンビ ユータ 巧: 70 ク クム ミり ■み W 、 さいちの 巧ら! •■ eg 巧し •?: い SS す A 
«フ □クラムを ち 巧ち せる A を rKDNi をち 巧ち g る ことを. f フ □ク クムを クンさせる J 
と 巧 • r フ □ク クム 巧定 5 せる J などと ■い 5 す > RUN は » 毎で なるとい ク ■巧 ブヴを 
でしよ ク 6 



St さ p 4 フ □ブ クムつ で 巧 夕 



4-3 フロ クラムを ちて みよ ラ 
♦ブ □クラムを* る ホ そ rnsn 

さ こ R の 故 巧では， フ □フラムを 面 じ ■いて， その ミミ I RUN f ホち で 巧 g をせ まし 
ご* でを， つンビ ユー タはフ 〇 クラム そ Rg して 巧 < とみ 巧 レ 寒し での 6 たとえば > 巧 画 
上 じは がで? 巧の フ □ブ クムし ヴ がで 《夕 なん • るし 2 巧む 上の フ日 ブラム モ g い 
たとジ ると > S 巧の 巧の 巧は 上なる は 巧る のでし 《い》 ブ， このぶ 巧 フ〇ク 5 ムホ 
> 巧す る RC チェ ッフ すると さク， SffiCA 巧 5 フ □ブラム ガ 正し < つ ンビユ ータじ « え 
ろので いる 巧 そ g 巧す ると SC， f?5n ホち を g います • 


E 田 面 mtSSHH； と —ち 夕 しでく だち レ V いなづです ク， じ 巧は ど » 巧ち せ 
C/r： グ つ、/ wk で > 也。 ヴ g ホち 巧 g し 巧な •このぶ ク C rriyn ホ 巧を g 巧 巧る こと 
を ru ス K を R る J といい »す> 

I ist 

10 PRINT 2 巧 

20 END I 

*フ 己 フク ムスの け « ちと， iW»CW|C ス ぺース 5 とろな < て ちち 巧ん と スペース ヴ商 
いて! I ホち むます ♦ まむ • ： P ル フタ ぺッ h の ル 又 宇は • 大 Syc なク ています ♦ ホ 令篇と 
スぺ クン ドの ■の スペース 《 この フ D ク クム 亥では* S を 巧と 巧 こ 幽ブ巧 < てる BR 的 じ 
田 口て < 巧 S タヴ， ホ ♦»?»C でん フタ ぺツ K •ヴ くると « じな ■« こ 巧と《 じ 脚 ヴスべ 
ー ス巧雜 す 巧 7 むめ \1ブ》 だん 0 


••巧な M rafl^i キー 

8ASC I の® ♦«?? クン タツ チで* 6 こめす す ♦ キーザー K の キーの 上 《 じかを 巧又夕 
ヴ ■いて 巧り ミす ♦ その 交字ヴ M じつ ン タッチ るめ るので す* 巧 だし BA る C I 
じない を ♦芭は •さ こめ まなん^ 泛と 文げ， ろ* で じ& ちじで て さな f PftiN TI ぼ， B 
の 又 字の キーに 衣 0 すす々 キーボード 在 上の と 寒な む泛 ネーち 巧 レな ヴら H 
巧 巧して <C さし、 0&C は， rpftiNTj と « ヴれ すす。 6 寒 じして* おのる 夕芭巧 ■ぎ 
こむ こと ヴ でさ 》す* 


クン タッチで ■きこ 巧 こと ヴ できる るを 活 




step 4 フ a ブラムって 巧夕 


4 — 4 もうかし フ □ブラムら し< してみ よ ラ 

•ホー ボード 巧る 祖ネや タタな どの データち 入力を だる ホろ 

ちち ほどのを 麗モ させる フ a ブラムは， 0すな2巧でレ& これで もり ブ すな B が 1 C の 
フ日 クラムな のて タタ • rg ♦ 3 j 0«»1«?!：?しクでミまだ心 こんどは， を やで 2 つの 
をを ネー ボードなら 入 万す ると 對 go * 文を 表示す るフご クラム ミな。 てみ S しょう， 


寒 t フご クラム ミ jiBIC 纖が M 3* え じ 13333 ，丑 id M 巧 W 5 レて， 画 西と 巧 
のフ D ク クムを > してし R つて < だを レム 



こんと 0 フ 07 ラム & C のよ ク C 巧 C タブ • 晒 gCl* こか C ろ* 巧ブ る*] じ， 巧し < 
■« こが 0 でい るク をぶ <<| なめで < だ ちい > 

さ夕かぶな巧〇ば [2^}巧ろ»#^さちでくだち1^ 



(ク エス チ* シ 7 —ク〉 グ H 巧 まむ， その後 C 巧 一 V んヴ历 B レで い 》ブ* こ m , 
S 在の liHycrn m ク whence 。 で • ぐ が a じ* 巧 入； n で < c か とち 巧し 
でい るので 巧 ♦ で 化 さ S 这 どの か！! じ C f 2-3 j を 巧 ■ち だで みま レ タク* 


面 田 Efflffi と， ホーを 巧して <C ち 



き r ぞ J 巧で S したり ♦ 


:：^ クラムは • 巧 まき OVJ 巧 C 巧なら 実 かると 塞 ミミ レた々 巧め の f マ J が 巧 »さ10 
の rftfruTi が 巧 実 巧した C め C 田て さまし C* 2さ居の广9^技 巧 まきのを 巧う 
しなので 出て さたので す ♦ こお どな， SRB じ 巧を 入 巧て < ださい と > 要を していを 
す* 画 I gfetPttr <:：, みづ巧 レて くだみ、 


2 $ 





さえ ヴ出 s し だ巧* 

エツ， 5义ヴ 出ない • そ のでは， 巧 CU ス ち K つて » ぺ てみ S しぶ ク 6 


♦ IJ ス ち B ク てみ ぶク， 

5 クんと » 巧し e 人を • ェ クー C 巧ク でし 》 つた 人ろ， C めし じ U ス f- を E つてみ 5 しよ 
ク々 



«1 

♦ り教げ 
20 INPUT 
30 し 巨 
40 戶 R 
50 ENI 



巧馨 ろ30ヴ* つてい るので 良 マ 巧な たは 巧 暴ち 30 では リ〇 な = a + り J と， 塞® なんで 
は ヴでヴ ヴ， し eT (レット) とい ク巧巧 入つ てい S す* 

こ 柯ま> rrgn おを とぃって 一 この 化， 

巧 じなる ので 巧 • でを！ It ま， この rcgn ホ> な， W さの てを 3 ン ビュー タは 5 やわと 
W でち るので 巧 • だク ろ， U ス h •を 巧つ; e と « じは， S ®) 巧 じ ■« こんで R ホ さ; nss * 


♦エブ ーヴ でて しまつ 泛ら 

寒え 巧 S ホち む ヴ C エ クー タッ だ ー ジヴ出 C 人の ゾス MS, 泛ぶん 巧の ぶク (こなつ ている 
とちい ま 巧 ♦ 






なが 4 フ日ヴ 7 ム つて 巧 夕 


INPUT ホち • PRINT をろ の 巧 C , LET 6 ちヴ 入つ てい まなん ヴ。 こむ は • » ぎこ C と 含 
じ 巧 »§10 で， 



とい クぶク じ， JNPUT ホろ と 巧 》 ^ Aj の!® じス ぺース ち巧ブ なヴ ク巧ヴ ろな のです 9 
こむ は ， rwPUT Aj とい ウホ ♦文ち • nrgpuTAj という 城 だと « 巧して し 5 っなウ 
ろです > 

このぶ クじ > ♦♦での «C rSKj ヴ< ると S 巧， 化す スペースち 南ブ るぶ ク じし 5 しょ 

エ クーメ 、パ 2 —ジヴ 出 C 人は， ごしい フ □ク クム C ■して 巧 色 • を クー 3« けさせ ま しょ 
う， （兀ク クムの ■し 巧は • 33ぺージ04-5を>て<だミい占 
この フ □ク クムは g 巧す る B じ K 夕 Sfi 义て か* させる こと ヴで SS 巧 ♦ か ■« せる 巧ち 
いろいろと « えて! してみ で < ださし 



4 — 4 巧を ち •いろいろ 

兀 クラム じは， 侶 S じり ♦巧ヴ かちです。 なせ， 行載ヴ 化 S なので しよう 巧。 


♦巧 》5モ つけ 巧い と， ブ □ブ クム C ならない， 

フロ ク クムは， 巧 さきの かちし 巧 巧ろ 実行して 巧 < と まし C 咸 てな， フ □フラム じ 
巧 g ちブな 巧つ； 55 •••••• で 実行す る ま 頭 巧ろ ろな < なつて し S い すす. 

で 巧 ねら、 巧る ちそな ヴヴ じを! そ ス巧キ — r ン すると > コンビ ユー タ巧 で 利 さ， フロ 
フク ムじゃ 巧 < て， ヴ ぐ CII 巧す る 巧を だ 巧 J と， g 巧して し g い， その 巧 タス 巧* スす 
(こ ブ<じ1| 巧して し 》 ク のです A 

ホ AS ヴ ぐ こ* 巧ヴる ことち， r 夕 Y レク h •モー ドム フ □ブラムと して: II 义る こと 巧 ， 广 
フ □ブラム モー Kj といい 》ブ^ 


•なぜけ， か， ミ 0 •• とが ヴる のぞ 

巧 《 るいい 夕 すヴ， フ □ブ クムは 巧 » ろ のか 6 い 巧 ヴら頭 じ R 巧し 夕す C で 巧。 を、 巧 看 
さ(さ1> も 3 •••••• と 巧け てを， 5 や と 31 巧して <0 さす A でろ， S 巧 巧け > 20, が一 

と 1 0* お SC 巧け てい こむ は， ft 々らフ □ブ ヴムの B 班ち すると 《 じ坑 けて 巧 « さ 
ち 巧け てし g ク と， いちいち フ □ク クムる ■« ■ちな ヴ〇 が®!] ヴで 8 な < なク てし g ク 
ク をです C です 巧ら， 実 巧で るき 頭 ま ネ巧ク ていむ 换 巧警 S は 50 ■巧 《 でる， 100 * 巧 
« じ 巧け てる フ □クク ム は， 5 やわと 寅 f5 し 》 す. 


(ブー hOA ち 


巧 »5 はか ヴ巧 ける をのです ヴら， ひと ク COT 


の。 巧 
LAUTO I 


1» ちの® ちで ヴ謙《 巧つ ごろ， 百 R 的 じ 巧 
ヴ ホて <0 ば!! 和て で 〇。 とこ 5 ヴ I AtjT6 i 命令ち 巧ク とで 《 るので す， 

巧 巧は， re か 巧 C 巧 «S 巧 > 巧 生ち せな S い J とい クホ ホです。 な とえな， 


を 污番夕 100 クを 1(* お S (こフ □クラムを 巧〇泛 いと 《は> 巧のよクご書ちこみ夕す， 5 
だし， 10* 方ぎ の 巧 まさ 宜お 巧を のと « は， g 後の r , うり J 巧 省 巧 でろ > す。 


AUTO 100. 10 


•7 巧 1の クろ明 S おきじ フロ フ クムを 巧り C いと 《 じは， 巧の ようじ ■ち* を 


AUTO 100,50 


いろいろな 行ち S の 頁 お 巧ち ヴ でさ g すなた どし 巧を SC 巧え るかん 1 〜巧 7 が 
での S 巧です A 







かが 4 フ □ブラムつ て巧夕 


4 — 5 フ □ブラムの 直し 方 


フ □ブラムの g 正は • St 巧） 1 でた 巧し 巧 ネーを 巧つ てで ぎます A 30 ページの 4 一 4 で 
エラー づ 出だフ □フラム モ， g 正して み g しぶ ク A 





INPUTB 


C な A 巧 





■Hi 



♦ キーち® 5* 


を 力ーソル も 巧 gSlOCDLC ■巧夕 す • 

を CSESi 〕 ネーを 巧 て. ^ Le 了 J す • 



なで •ソ じ I が A が ； 革ーミタレ さす • 



@ 国 のでを の キーを 巧し， す。 


巧 I RETURN I キー 5 # します 0 


こむ で > 巧 塞ろ 10 ヴ g 正を 巧ました 0 ここて を g しなけ 巧は めがないのは， 最尝の rSB 
lOHE キーを 巧し るむ ると， フ □フラムは をとの 夕 きで# 圧さの まだ か。 U ストを 巧つ 
て 度 なめ S しぶう。 


が 






な eo 4 ブ □ブラムつ て巧夕 



♦ U ス h のチク こック 

フ□クラムの6圧C^«年でゾスhを取ウCいときん 々ー ソルを 脱の 巧が の 下まで 爸 
» し 巧 < てを 巧む ます > 

LfilSU ホーを 巧し な 巧ら 西 キーを 巧し 巧ち さ 20 をを 虫 巧して しまいます 9 こごへ 旧の 
因 田と 香 さ こみ [MHfiaj モーを 巧して < ださし V い方ヴ ですな、 ろ しなは ヴの f ラ さを 
2 D ち 5 やん と 出て S 3 巧 ♦ I と Tfin 面では B 面の g 巧を 巧し g どけな ので ヴ。 


10 INPUT A 
20 INPUT B 
30 し 巨 T C«A+B 
が LET PR I NIC 
50 END 


巧 看 91 なま g 正さの* し S * 巧 » S 巧ち W 义 てい g だんな 
♦ rsEn キー «ク* 

aEB ホー 巧 S つてる ♦正で し C ， 巧* S 20 ち、 Stepi -3 をない のしで、 B るで か 正 
してみ S しぶ ク> 


巧 6 さ 《ぉ喔0» レ S 巧， U ス I - ぞ巧ク て® なめて < だち レ V 


• 1 巧を 巧ち 塞 《 ■す > 

*だ 行書ろ 40 巧* ち 巧つ てい 5!ブ* レ カーソルの 巧る 巧| クら こんどは 巧 がの 巧 
ac 巧 ー ソルを# な レ、 その ♦夕 巧し いフ □ク クムを 么 かで < ださい， 



こむ で、 巧 SS がは さぞ 巧ネ ろむ ました • U ス h •をのつ てみ ましぶ ク* をて 豆 OS したな 


】0 rWPlJT A 
20 r が UT B 
30 し 巨 T CsA+B 
40 P 巧 INT C 
50 END 


このぶ ク C 、 巧 じ 巧 な n だ ホち 又は、 巧なら S いた 方 巧^ さの ます C 
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Steo 4 フ □ブラムつ て巧夕 


• 1 巧を ぶを 满 してし じは、 

巧 否ち がきち してみ ずしよう 0 巧を S ど ヴを誉 き、 
こむ で、 行 »5说3 巧え てし 夕 いまし C, 


I ぶ托な m 


み 一を 巧し ます* 


50 


り 一 wg 



巧 G ち 寒 夕« い 


•巧1 □げり— 卜〉 がつ てク 

rn 巧の ホを では、 を® のフ □ク クム ヴ焉 えで しれ W し そこです 化 S タフ 〇ク クム 
どけを,， のヴ、 02 □巧 t で ブ* 


だつ 巧 < ■し； C フ □ク クムです ヴ、 DE し ホ 令を g つで « してみ 夕 しよ ク A 巧播 さ 20 巧ろ 巧 


>9 がを g しでみ 《9 a 


I 勾 =1 


] の ホと 〇し の、 ( MikPffii ini ItfrffM I を ilS 9 


す, 



こむ で、 巧 M がなら 行 看ち が; cm えてし 》 いました A り ス 1- ち 巧つ でみ S し タク 0 


I \%i 

10 INPUT A 

R 翁 ♦か 


« ク じ海ネ でい 》夕> 

DE し ホろ は、 通 «し；5 す^な: 7! ゴ 7 クム スミ 31 なと ClZg 巧です • 
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なが 4 フ □クラムつ て 巧？ 


4-6 こんな 使い方を でさます • I INPUT I 巧を 


こんどは、 巧の g なフ □ブラムを ち 巧して みまし ぶろ • rCLSL 巧 巧^ ちを で 面面 巧の 
フ □フラムを 教し C ら ■さ こんで < どか V 


n«w 


4- 3 のと さの フ〇 ブラム 

10 ミ nput « ， b 


10 INPUT A 

20 c® る* b 


20 ミ NPU 下 B 

50 print c 


30 LET 巧 

40 を nd 


+0 PRINT C 



50 END 


4- 3巧と《とはのレ》クフ[ス7クムのぶクでブヴ、 巧 g はを <6 じじな ゥ 寒す ♦ つ g ん 
巧 ■か 0 と 20 の I INPUT I ホ ♦ち、 巧 磐 夕1〇 で g とめて かてる るので ヴ* 

H 巧して み R し タク， 


run 


7 + 5を»|||さ巧5しぶク。 4 — 3 のと さの フ〇ブ クムとは、 キー •イシの しで 巧* いま 

すク 誦 ginwHa とし a。* 


产 UO 

ク 7>5 

ミく * 々ンマ 

*— ，え 巧 


12 と* えガ出 タレ Ca 

こク すると、 2<ぞ かな R を キー •インす ると さ • 巧です & 
で 巧、 フ □フク ム 巧、 巧の »C すこし g 义 でみ すし ぷク ♦ 

n 巧 W 

10 i nput る， b, c 
20 か a + b+c 
30 Pfint d 
+0 •nd 


ろ a は、 3 つの 巧を キ r ン して、 そむら を^ BC しを せる まし、 とい クフ 〇 フラムて 

す々 

実 巧して みまし ぶク〇 








4 ブロ プラムつ てち マ 


3+4 + 5 の tm を かつてみ ましよ ク々 



ち 巧ん とさ ネヴで g し 巧な ♦ 


• 命 ♦(& エ クー • 乂ッ セー ジ 

おク ー g 夕のフ □ク クムち して、 r 3 + 4 + 5 j のか gs やつて みまし ぶ S な 



-ク J と 8 巧ち む* しなな ごなん fACttA すぺ S をのは R さです、 ス字ヴ ■« こ 5 

ぷし 5 a 5 やん と! K 宇ち キ r ン して <だ《 し、! と、 いつて いるので す， 

巧 ほ ^3、 4\ 5 j とキ r ン する &00じ、广3、 4 j どけ ■« こんで 

•ーモ 巧して み* レぶ ク， 



こ 知 どが 「夕 9 J 巧 出ました こ n は/ 2 つの g しヴ入 刀 ミの ていません、 3 つの 巧を 班 
を ■きこ かで くだ ミレ、! と、 みモ しでい るので す。 そこで、 入 口し 思 ns rgj だけを 塞 
さ こみます C い が> び 71 を 令では いろ /V なメ •ッな ージ巧 巧まク 巧^ 下 じ その そす とめて 巧 
さます A 

-9 ぃ •• 巧す 巧 入力され なけ 0 なならない のじ、 文 タク 若ち ヴ 入力を むた。 

ぞぞ •一 70：] すぺを R さや タタ ヴ不运 している ゥ 

(このと きは、 入力し を rag? を 又 字 だけち g ヴら 入力す る 〇) 

巧ち A 方せ すじ 巧 ETiy aif 丰一巧 押さむ だ。 


夕 7 







St が 4 フ □ク クムつ て 巧で 



4—7 乂ツ たージ でち つと わなり やす < 

ろまでの フ CK7 ラムでは、 実行 ヴ ると 广 ヴ 巧 示さ 巧る だけでした。 これでは、 フ〇ク 
5 ム をげ ク C 人 C しな 巧を 入 方す り 脚 ル HD 巧む 巧り まだんな そこで、 夕 I はち ヴ g て 
を 巧を 入 刀し C& し ル \ヴ むヴ るぶ クじ r タツた ージ J を いつしぶ じ S 示を せる フ〇ク クム 
を巧ク てみ す レぶ ク> 


♦ どクし タツた ー ジタ 出なる の マ 

CEE) ちちで B 面を ちむ いじし C5、 巧 ほどの フゴ 7 クムの; J ス h •を 巧つ で < だまい 4 g 
の 7 暑み 巧 巧の ようじ ■«11ぇ》夕* 


ひら ヴ なは、 ホー ぶー ド S 上の HB ■で ■(ブ ミし ご& 
ちて、 巧 禱さぅ〇 る »C5 义 C ろ、 » 弓して み S しぶ ク* 


いヴヴ ですな、 liNftDTI 度 ♦のク しろじ 画 で 巧 こんど® ろ 巧 g® こ 《 巧ち む 5 レな 巧 0 
だいぶる 0 かす < 巧 ウ*し；5* 3 + 4 + 5 を か ■ち 巧 y しぶ ク4 巧ンのしル^^巧ろ、 3， 
4， 5 と 3：X» を 入力す のない いとむな るは ヴ です ♦ 


♦ちつと お^な 0 やす < 

そむでは、 るつと?：)ク〇クす<してみましよク* reruns a*，、 〇ニマ、 ©*9 と 化 
クじおで<るぶ^^じしCぃですな♦ では、 夕のフ 07 クムを 巧の « じ ■ごして みて < ださ 
い ♦ 







なが 4 プ □ブ クムつ て巧夕 





广 巧# §3 の «« 巧ヴミ 5 巧ク てい g すぶ d と、 シ 、つてい* す P 

そこで、 巧な では、 U ス f - ち 巧つ てず 5 けつて いる 巧を fi すむ けです ヴ、 この «さ颗 ち W 
の {ま、 巧 g ち 30 だけです な 0 70 クラム^ ミが す さ だで ちぶい。 です ヴ rcren な 令に 
は 巧の# 巧 巧 巧な か巧ヴ ホウます > 

な 》5#ち30 どけ そ g 示す る 


。ク 

フ □ク クムを »5 S 巧 e と «、 6 し 巧の よ クなェ クー 


—夕と 巧つ でい るよ ク です 


ッな ージヴ 化で とし 5 す* 


この フ □ク クム だとが じ 8， D ， C の 3 つの R のた し ■モ する 兀ク クムで か々 こ 
とが D クウを す 杞^ しクを S f a C 入れる 《 巧 巧で 巧々 9 J と、 乂ッた ー ジタで 出 g ヴ 9 
ちクー ち、 3 + 4 + 5 をが II さ だてみ » レ ぷク。 


un 


•一々 をし 夕 •ん 9 *b + c 


巧 » を 0 とのの « じ 3 行の フ D クラム 文面 巨の します。 

10* お SC 巧 S ちを ■いて たので、 フ〇 クラムな 活 な) 巧 ■を じで を S すな ク 
それで SH 巧して みまし ぶ ク* 


nw 


3 4 
7 7 









4 フ〇ブ クム クで g 夕 



み 巧 . SW 巧ら ，で & ホ 巧る 



いるいるな U ス の 面 0 巧ヴホ 〇夕す A レっこ^^ぶクでヴヴ、 キー そを む 

巧 C, 


5 ふ C <€ かの 兀ク クム S 入 打たが JW ) 巧ろ II り* での J ス クとヴ ると、 
巧の フ日ク クム S 、 どか ど わ スクロールろ n で ■* 々を* WX し > い >9* AU 


€>M ： 

かで 


どク レで を 化れ Cl 乂: 6。、 DHEE ] キーと 


; —夕 «« C > レて <だ 


ち 八 


が 








step 5 


99〇«>辱《〇〇0みクタ>〇クみクタ>>>令每〇參6^ク〇9 ク 



ブ □ブラムを とつて 
! お < には 



jSAV 巨！ [verify 1 [0 し じ、 



St«p 5 フ □クラムち とつて 巧 <c は 





5 - 1 フロ ブラム 巧た ーフ する 

巧な だが せつなく がして 巧つ； C フ (立フ クム も おちの 故 スイが を 切る と 一» じし 
て 消えて しすいます > 

とつて おぎたい フ □ク クムでは， こ ホウます 打^ でち、 巧化して<どぞし\^ フ □ブラムな 
力た ツ h •テ ーフ eg 音して とつて おけます ♦ そむを、 フ □ク クムの r でーフ J といい を 
す > 

み; 904 • 7 でか ス ご フ〇 7 ラム 玄 セーフし てみ ミし よう。 

巧の ぶ クタ フごフ クムで レな， 



ム ちた- フ ，る RC、 ；^ッ1-,，-：；1/〕-タモ撕し5!しょぅ* 
な、 A ン片 7 ツクの 1W —ジち > てくだち し、 


♦ フロ クラム C さ B をつ ウよク 

フ □ク クムが- 7^ が ミ郎、 その フ 日の 成 か 巧#) 柳け なりれば いけ g せん e 
その 舍巧モ r フ タイ といい 《す々 フ タイル ち巧か) ていないと、 その フ〇ブ クムが 
た、 フ ちむ 豪なん A 


そむでは、 巧 巧 どの めフ □ク クムタたー フ ちせ てみ 5 しょ ク 々 7 で 
イ / ぶ ほ 、口い ちが じし ミ も ここでつ け 2 フ タイルち ヴヵ を ット， テー フじフ □ブク 
ム といつ しぶ C なーフ 6 む 》す* なのぶ クじ 入力し* す ♦ 



キーを ザげ 5 义 じ、 力た、 ン が g じしぎ す ♦ ^モー^«ぞのをる力た 
ツ では、 まだ テ ーフは 0 ろない はブ です* 


キーを 巧して みまし ょク々 r ヵチッ J といって テ _ フヴ 因り 巧め ます ゥ I J モ— 
K« その 巧い 力た ッ h- チーフし つー タ を巧ク とさは r 巧チッ J と S ヴ してなら、 資 g が 
巧 じします 6 しばら < すると、 r カ チ、 乂 といつ て テ ーフヴ とま ウ ます ク 田 面を 巧て < だち 
し、 ♦ Assay と* 巧され、 で フラム 所?ー フがつ C ことを 示しな 巧す。 


が 



な ep 5 フ □クラムを とク でる く CB 



ゾで一 KH 巧の 巧い 巧た ツ K«g クと 《 は、 をーフジ g つ 巧ろ チー フ ちじめ るよ ク じし 85 
レ 


•7 ブイ ル SC ク いで 

7 タィ! 麻な、 巧と で 巧の フ □ブ クムな のな 〇 タク かす < 巧る 泛を C その フ〇ブ クム 巧ち 
じ® ク C ち 麻を 巧 17 るぶ ク C レ タレよ〜 そして、 化 プフタ イル 色;: フ □ク クムの 巧 » を 
ノ ーhc ひな 义る 巧、 乃た ッ K •テ ーフ のブ〜 しじ ■いでる ぃで < ださぃ， e なを »8 し 
C と 6じ\ 巧ち を 含ぃて る <0 と 0 じです な ♦ 

フ タイ H/Sce える 文 TO は、 9 で でです ♦ 1(3 又すな 上の つ タイ さち 巧け る 
と、 兀ク クムは な-フミ 。，なん 



Step 5 フ □クラムを とつて 巧く じは 


が 


5-2 ち やん とせ ーブ でさた かなで 

面面 じ R €8<3 y と 出む ば、 フ □フラムの tz — フは巧 了 巧ので す 巧、 ほ ん とク じた 一 7 ちむ 
巧 クチ 3、 ン 化® です; 〇〇 


• VERIFY (ベリ フ タイ） レて みまし よう， 

ほんとう じ セーフミ nc 巧 ると 6 じ も 四 匹 空 こ] (ぺ U フ アイ) ホ 令を み W みミつ 
S の フロ クラムの フ アイ^ぶ ま、 、ウ いちが^ でし C な 巧の よう C 入でして くだち U 

y * ド I 4 V "け, でん" 

FMUPJIMJ キづ がな じ かツト •トス も が ほ かづを 巧め なな 
S で， テ— フ巧 gsil レて 巧 «»ブ4 mmmm キーを 巧し 巧ろ • す < じ テー フの再 
を ボタンを 冉 して <だ ちい， 


レ* r 1 f y が々 ん" 

か、 さん 夺* — バリ フ > イ しな \> ザよ とい ク巧 


rVBLiFY I ホ ♦た 〕 ンビ ユータ はがで でい る 、ないちん* のフ □ク クムと，々 
を、 シ h じちー フし C フ □ク クム とを ( R し 合の だて 0 じクと クウ ， a ぺ てい 5ブ6 しぼろ < 
すると > で n チ、 ソ J と •巧して テー フは 化5〇> 5 やん とた ーフ ちむ ている と • fReacI ん 
と g 示さむ 》巧^ 


vAr i イ y " i が、 ジんけ 
けい ザん* 

R さ* か 


をし乃でツ^- • ブーフ じ ク»< たーフ さむて いな V ' と® は， エ クー タツむ ージヴ 出ます々 
そのと ちは > を クー — フをや 0® す ことじな 0* す A 

聚クだツ1«^ • テーフ レつー タ のボゾ クムの (ン ベ J レヴ かち < てべ U フ タイで S 巧い とちを 友 
ります ので • を クー S 力を ツ K • レ コータの 巧 リウ ムを » g して- ベゾ フ タイし e してみ 
て<ゴ をい C 

» つ タイル さ • ち してべ U フタ イ したと さは > 最巧〇 つけた フ □ブラム ぞぺ U つ 
でイ します A 


• VERIFY のを クひ とつの g い 方 

力た、 ン K • テ ーフじ 入の だフ タイ JUS が 0 なら g ぐな ってし まった ときな と その 巧で、 ン 
S • テ ーフを 公め なら 再生して， ぺ U フでイ していけ 巧 • そのな たッ 1- 、 テーフ じ 入って 
いる フ C ?7 クムの フ タイ J レ 谷を S 巧ち なること 巧で ぎます々 ただし， このと ぎで を つで 
イ Jl / S * をつ けて おヴ かた fta のフ CK 7 ラム 巧 ブしヴ 表示し ませ /w S ミ、 フ スイん 名" 





ブ □ブラムを とつで 》<亿 は 



が 巧ぎ とを < 巧む のて いそ クち Q い >フ タイ JUgw じして おきす す A さつ さの >^けいち 
か y のフ □クラム ヴ G —フ ちれて いる テ ーフで • C めして み 多す 9 
巧の* じ 入で して<だミ(^ 

1 りを ド; i 争 リ "巧 こ" 一^— tton でい そろみ 夕 i 、 クタ ちつけ る 


テ ー フそ两 をして キーを 巧し ます • しばら < すると 曲面に *ヴ いちん W と 
つ タイ J ぶ: ミ n が ♦ 

いいい y "な" 

けい 认 


カセジ S > ブーフ じ 5< ろん フ己ク クム ヴ 入つ ている とさな， *C こゲ とい ク:? でイ JI/S 
をを つフ D ク クム 《 ちヴ しな ヴら， フ： P ィ J レち « 巧夕と R 巧して いさ g す e なゴし > こ の 
« 合 巧で ッ h •- ブーフ ヴ で两 まさの てるべ。 フ タイの W# ヴ巧 S ます 6 11： める と 5 
は 白 mp ホ •と キーる HR じ 巧して < だ ちい， 


が 







steps ブ □クラムを とつで お <C 巧 


5-3 フ □クラムを 巧み こむ 

力た ッ k- • テーフ C だ ーフレ C フ I □ク クム €, つンビ ユー タ亿 g みこませる じは, 
(スー 巧 ホ 0 ホち を Cl、 ミ 巧 • こりを， フ〇ク クム，。— •ド， ると レ义 、きす ♦ 


♦ブ □ブ クムの 0— ド 
フ □クラ 6 ち □一 K し; 


フ0クラ。ち。麵^^し5いとさは， rSLOl 命>の«2。麵ドレ。いフ(コクヴムの * クタ 
ィ 巧 巧け 》巧* 

そ rt ではを だー フレ C 、化 \ さか* のフ □ク クム «]— K してみ 5 しぶ ク > 

その のじ， 良 h とクじ □一 K か nc 巧と クヴ 》 なめる C め C， 巧 1® ♦ろで い S3 ンビ 
ユー タ C 入つ ている フ □ク クム 《 をて » しで 巧いで <C さ レ、 巧の 巧 C 入 刀し 《 す， 



じが ミ 
* 力で ジ • 


五 田 由 キー ♦押してな 6, ブーフ ぞ R ま レて レ »ろ< 巧る と MC 巧 
g 巧ち の 5ヴ> 

ジト- テー フの IS* し S がみげ <ど か、 



フ タイル さの gC 巧いで いる •な， この フ〇フ クム ¢0 —!^ している ことち 巧 レで い 》ヴ, 
C と义げ • 、巧^' ちか^の: W クムの 度 C , * で MXihj ころ > と 巧 > * ち いころげ 一 C * 
と 巧の フ □ク クム 巧 入つ でい ると®, ■*©» 巧 巧 巧の ぶク ceo ま ヴ* 



4 •け t ホん • 
んわ づ、 ん二 A ろ 


フ タイ/レ SCDgC ♦ ヴ 巧いで いない 
ク クムは， a — hJ さ; ns 巧ん 9 


で* や * ち いころけ 一c* なとの フ〇 


■フ タイル さ > がけない と， 

巧の ホろ 巧. フ タイ そな けな < てち エク ーc 巧ク S だん ただし， そのと ecQ 
ー ドち のる フ □クラムは • rccDi 命 今;! ちむ て 巧ら， 》巧じ^^ つち フ □ク クムで 
巧々 ミク さの 夫 クじ> ♦でん Dtt/u こ ク*， ♦ミレ \c クヴ ー ©*• 乂 f いぞん^の g でな •フさ 
のて いる テーフ «， W ヴ ら^した とさは， 巧の 巧 CS 巧を のます。 











Steo 6 



いろいろな 命を 語 

[REM i 160 TO」 [NEXT つ 


IFOR— TO— STEP 1 
ミ 〜 TH 巨 N 〜 5 し. Se] 



sup 6 いるいろ 巧 巧 INI 


6 —1 あちる まで か » させよ ラ 


St«p a 〜 7 でた ク C 、けいが 1/ のフ！ ユブ クム ガテ ーフじ \ク ている 人は， 〇 — ドレて 
くだみ、 

ブーフ CA つで し W 、 人は < 巧の ぶク C »6 こわで < どろし、 



巧* S2 は， 頂 1H] CU ブーク) ホ ♦といつ て， この 後 じ： 3 タン そ ■< こと ヴで SS ヴ 6 
巧 そ « いてを フ □ク クム (ZW5C 曲 MW みです， ここで フタ イ^レ S ち 3 タン K と レて# い j 
て 巧 < と， 巧の フロ ク ，ム クグ すな 〇 々な •巧で ヴ & J 

巧 >95 な， 巧历 で‘ fl ■ち ¢0 いじ レで. 々ーソル《巧ー ム-尔ジシ9ンへ0|, 
5 ホを でし I 



そむで な， いま 巧し い 707 クム 玄を ga レ e r30(ww)cunj « 巧 5 レて み » レよ 


ぃク 巧で ヴな ろ g でな 口町? n 金を ぞ» お &んど 下の 行じ义 、パ? •ジづ ilff ぶ。 でい ま 
し C な ろ S を 巧 S95 ヴ Men 巧を 巧る C めじ. 一 SM ヴ さ 打， BS の 
玄 とじ 夕、 i/ なー ジ 巧で 》夕4 

さどと fwe 遣 か: か » そ レて < だち 八 

どク ですな さえ グ S 巧ち 〇 ると， ま 5 否めの ゾ 、がー ジヴ坦 て 8 ま 70, どん どか か* 
レで みて <2 ち レ V 


が 




な ep 6 いろいろ 巧を を g 




巧 « でを <0 遽 しか ■ち だる こと ヴで S まヴ 巧。 このは， 巧 » ろ 巧 ヴ« 巧 さむて いる ヴろ 
なので 巧 A 


巧 GOTO 10 



とい 5 ホ t 文は， r フ CJ ク クムの 実 f う ヴ巧鎌 336* で SC ろ, そこ ヴ 6 巧 Ml 0 へ* 0 なさ 
い cy とい ク ことで 巧， 

こむ ち > I なか f6 ! (3 — h •クー) ホ ♦としん、 I MT。 [ ホ ♦の 巧と CII いで 巧 Its へフ 
ロブ クムな 字 蘭を ジでン フミせ る 命令です • 


フ〇 クラムは， 巧德 かさい 巧クを 突け してい < ことは 巧 こを •ち 》 し C 巧* この ブコ 
クミ ム0：«?^>1| そ 8で» いてみ g しぶ ク> 


•» (3S)M) 


ク リタ •义 ク戸シ ffM < 





な ep 6 いろい 5 巧 巧ち 话 


このぶ ク じ， 行 « ろ 巧まで 実行 ヴ ると， feoTO [ 巧をじぶ0!1^5寺《ヴ巧ちさ1〇へ巧さ 
む 永 巧な すが また • 巧 的 化に H 1 ら 20* がと wen 巧 ミむ 行が が 巧て くる 
と •また I GOTO I 巧を で 巧 ま giOAg さ。 ます A いつ* で だってを 巧 0 まだん: IQa この 
ぶク じ 巧 じフひ 7 ラムを くり を1^ する ことを r ルー ス といぃ ミす。 

すで， ここでな 芭ウ 巧<フ □ブラムを！ m ブ るので 巧 C 广巧 巧^し ーフ J といい まな ク 
そろそろ > か ■ち だるのを 巧 S て C 寒し C, フ □ブラムき 江め るのは 巧 nm n 巧 Bm 
でしで 换 


が 


p 6 いろいろ 巧を そな 


6-2 3 ◎だけ か » させよ ラ 

巧の ぶ クタ f 展尼 Hz - フ J ではな <， こんどは 巧 担を 巧 6 さ だる ヴ， 数を 旧つ てみ ましぶ クゥ 
巧の よう C フ □クラムを S え ミヴ* 



W のフ D ブク 6 の U ス hSKO , 下の 巧 C 巧の ぶ ク Cll さ こめは との フ □ク クムに なウを 








い巧ヴ ですな， 5 やん と 3 固 が> さの ると， フ □クラム xmo すした 6 


♦まだ » しし \ ホモ ど 

まて， ろの フ □フラムに 成 K しいを ち 巧 2 つ おて S ました 9 いク じなら ヴ にお 巧を 巧ん 
で < ど さい A 

をヴ巧 をき 7 巧ら 0 こむな 巧の ような フ □ヴ クム 文て レ 公む） 


が 







ち •之 C 1 ジ ら 3* で 1 つブご 
代入 ブ る 


こりが 广 S 致 2 ヴ 3 C なる をで フ □ク クム $1 西!! 行す る S じ 1 を 加えて 巧 e なさい J 
とい ク みちで， [1553 ホ そとい い* ヴ。 

巧は 巧 W 巧です ♦ 


35 NEXT Z 


こり も 巧 »«フ の rrgF がと 賊 していて •广之 巧 3 じなる ミこ CEB ホ > の 巧 
か 3 MC 巧 S 召: ちい J とい ク 6 ♦で ヴ* 

この LESS ホろ と 【化 の I eW は， 化ブ ベター I こ g つて g む 巧 g す， ど 5 らク i つブ 
けち g クと エラー C なウ タす， 

ミ。 > 2 SEI な t で S つ。 のと。 じ 》 (ここでは 之） ミ， OT ® 度, で go 巧ヴ。 
I かが* 巧ん* 

田 立 田 を 令の 顯 g じ 出て さ C > rgTEP 1 ^ とい ク のは， f 1 ちな) える J と 磐 しで ヴ 
左 g じい クと > r »» レて 代入す る J とい クこ とてで • 

ごとえば > 3 つかが: けんす るよう なと 《 は •巧 TSP 3 J とし さす ♦ 

この フ 己 ク クムの が じ广1 つヴ つけ 入 すん ような とがん g 巧な さも 



巧 




St さ 0 6 いろいろ 巧を ち fi 



6 — 3 FOR 


-TO 

mr が 


NEXT ! 巧を 


巧 じな 巧 田 巧を と 
ら， これらの ホち を まとめて 


斬は • 
fW6R^ 


0 ヴ巧じ g つて 店む むる と I ん^ ましたな。 です ヴ 


TO ^ Npfl ホち とを 巧ぴ ます。 


IFOR 


一 Ng 灯 I ホ 令 «> をクヴ こし 巧て みまし ぶク〇 


こ/ u どは巧のよラなフ□クラム€»まこんで<だまレ^9 巧の フ □フラムは 曲い を だんので 
fNEWl ホモ々 H 巧 レて なを >5 こんで < ださし 


10 

20 

CLS 

FOR Asl 

TO 10 

30 

PR IN 了" 

i was る k i e 

40 

NEXT A 

^ 巧な C のる 巧を 霸«» レ ホ ク帝 


こむ は > 巧な 巧のを g ち 1 DB •ヴ だる フ D ク クムです* * 巧して み S しよ ク* 
でツ とい ク«2, 巧 巧 C のをの ヴ 1〇11»ブ* しだ ♦ 

50 C 需ク せ； C いと 《 はで をが りさ 巧な 巧 看 S ミ 0 ち 巧の よツ C>IE し S も 


20 FOR A" TO 50 

♦1 〜 MS で K えさを ぶ ク> 

こんどな， 1 〜 605 な え S だてみ 》 しよ う* ろの 7 □ブ クムの 巧 如を のでよ ツこ ■ 
8 ■レを す A 


30 PRINT A 


実 巧して みまし ぶク > 1 へ か* で »ブ* し Cc 



な 巧， 1 〜 60 まて WS じ 寒け るので しよ クヴ ♦ U ス を 巧つ て < 巧まい 0 







step 6 いろいろ 巧 巧ち 5 


巧 8 S 洗と がの FOR 〜 TO 一 NEXT ルーフは， A ヴ 501 こなる まで < ジ返义 ぎれ るは すで 
し 度 - そのし ーフ のか こ LPWT I 巧を 广 A の ■ を し 巧 ミし ^ ホ さなり てし、 巧す • 
I FOR — TO— — NEXTI ホ ^ の 巧 じろ 巧 じ 受 & A ジ 巧む。 てし 巧す。 ク 
どんだ ん タクて 巧 タレ C な ♦ ©R A じな， JU- フヴ 1 苗く ウジえ 6 のる ことじ • ぅ • 2， 
3 , 4 , ぃぃ 50 と M ガ化 \ さ rrc レ、 ミ も その J レー フの巧 C 巧が が で 广 A の ffl を掀 
しなち レ、 ^ とい ウな令 ヴ巧ウ ミす クら • JU- フタく り 巧え さの る ® じ 1 , 2 , 3 •ん 
一 • パ W と ! ちれる ので ブ < 


9 か 

巧た なを， 1 〜 50SOH 文で いるよ ク ですな 


:«义 させる > 

也 庄 1 クミ 


♦ 5 つ おが） 

K のフ ご ク クム 》• 1 ヴ 5«« C 1 つす つみ やしで 议夕で <ク まし 夕 した < 
こんどは 5 つ 巧 6 C « えさせで み S レよ ク* 巧 »» 巧ち 巧の ぶクじ » ち ■し夕 す < 


2 む P 0 R AsJ TO 50 


T 5 


BO レ C す 


ので フ D ク クムは > 1 つ 0 R 又 さ だてい e ので ざ TEP は， W6 レで いす レ 巧。 こんどの 
フ □ク クムは- 6 つ 巧® C 歡ス 《だ》 すなを rSTEP 5 J とし* す 4 * 巧して み g しよ ク 6 



5 か h; と 5 つ 巧を じ « まて ます。 «を« 又る ことを f カ クン!- する かとを いい > なを 
» 义るフ □クラム モ r カウンター J とかん' ずす A 
そのでは， 

しぶ ん 


が ft - To 〜 N な T; ホち を « つて • いろいろな。 ウン ターを 巧つ てみ を 


0 一 1 の 巧 ち 100 まて 1 つす つで ウン して 巧 巧す る: 


10 FOR As — J 00 TO 100 STEP 
20 PRINT A t _ 
玄〇 NE^tT A 


M レで ちぶい 




step 6 い 5 いろな 巧ち 巧 


〇 巧 0 なら 0 まで 1 つヴ つろ ウン して S/ 示 ヴる〇 


J0 FOR As200 TO 0 STEP-1 
20 PRINT A し 
30 NEXT A 


7 寺 ブス 


0 100 0 を —200 »で0 む々 ウン ト してが V ヴ る, 








^Bl 




い < を でた S 文ら iHS す C だし > ここでる 巧：) な义る 巧は， -巧 巧 7 巧 5 おな 7S での 
化 巧* 


が 







な ep 6 い 5 いろな 巧を 毎 


6-4 1 戶 RNT I をち, レろ いろ 

ままで 出て SC [ PRINT ! ホち は， ga の 宝 « はじ 巧ろ 巧 まる S 示げ ヴ〇 でした。 
巧と ま (去 巧の よ クなフ □クラムを 巧クて < ださし、 迈 IS ? をち でい ままで; \ つていで 
7 CK 7 ラム そ 滴して 巧ろ， さぞ 込 わで <ど さい， 


10 でしを 

20 PRINT "* M , y つ々 ソク 3 

30 白日 TO 10 


こ。 も I 巧り t ウ ‘ がそ g つ 5，ぉ1/- フ てすり ♦ がして み 巧し ぶ ク* 



BB の S はし だ! ブ C r* J (で スタ U クス) ヴ i * ホ さむて い 夕す4 フ〇ク クムの* 巧を じの 
てで を 巧 C 道んで < ださし 、 rsayw n m 肝 巧々 

• BB いつか、 じ R 巧 S なな、 • 

こんどは を いつない CS ホる せて み 》 しよ ク々 ます U ス f - ち® つて < だ ちい。 
巧 «S のの 巧の ぶク C r ; J (た 5 つ □ン) をのけ S す. 



ESHM 



113121 


■b 




実 巧して みまし ょク A B 面は， * クークで いつ « iv じな 0 ました A この； （で 5 コ 〇ン) 
は， せ 5 つ曰ン をな 1 ブ 5 むた るの （ここでは， r * j ) を， 巧ぶ こ C 巧け て 巧 示す る « さ I 
巧け ミす A 





step 6 いろいろ なをち S 


» 巧し でみ タレぶ ク， 


P LIH 


いヴ 巧で タク， この ぷク C ， （巧ン 7) を 巧け ると， 8 です るの 巧 巧が けて 坟巧 する こと ヴ 
でさを 巧 C 





が 





かが 6 いるい 5 な ホ 々g 


6 — 5 をク ひとつの カウンター 

8 - 3 な M のい Ttw バー レん 

こんとは， 蠢ク 巧を で々 クン ター そ 巧つ てみ 》 レよ う* 巧 佩 ホタそ W 5 レ • 巧の よク 
C ， *6 こわで <だ《 レ、 


10 し ET CtS 

□ 0 LET AsA*l 
0 PRINT A, 

0 GOTO 20 


巧 巧し でみ， レよ ゥ* W ?， 巧 M 巧 じ- (々ン で) 巧は いでいる <0 で • e す々 巧 巧, な 
ヴち 巧 クン h •レで； ASV * 



さて， 々ウン タ ー B ど n でしぶ ク* る クタ クウ 》 ザな け ts 巧と がで 巧 もれ B ルー フク 
W バー 巧 ♦ 

巧 M 20« こ クで巧 • 

「 20 AtA 4 i 1 


a 芽 苗 じい ク と， こかな RaJHCCSS6M3, でる ブ〇ク クム 文: では， こ 《で2 レい 0 
巧々 

cm* じ 1 ぞ C し e««> A じ ホ \ブ る tj とい ク ことで ヴヴ， 巧 MS 巧よ くろ々々 
まだかな^ 

フ0クク^^じ»レ<1»«だッ^-し€と6 (この 場を は. »«A です）， フ〇ク クムち 
がする と* そ <»« の fi を sie^oc 巧 ゥ》ん でな， 〇ク〇 たす いよ ク凸 •々をつ 
で 巧 巧し でる > レ# ク> 


巧 


(3»^^し《と« A = CU 

な 6M 巧 cec と 6* > ヴ rA=A + 1j の ^ム*1 J 巧 かち ミの まも 广〇 + 1 J で 
1 この 1 巧 A C 巧 入ち のます 巧ら • ここで As 1 とな 0 ます ♦ 







なが 6 いろいろ 巧 命 今 空 


か 5 SS 30 で A の B を おし 行扮 40 の© 0 て 0 が こ が字 li がう巧の^ g りまも 
が が \*っ ちと 5 は- As 1 てで な そこでみ と 巧 じぶ ク rA*i J ヴか 巧ち むま 
す A ぐ1 +1 J で2に巧ウさ：レ巧々 この2；：««：じムじけ入さわて， A 52 じな 口を す ♦ 

このよ クじ， この フロ ヴヴム 白 麻 » レーフで ホなら • 热 S じ （といっ てを • 巧つ ヴ える 技 
g - 巧巧 卜巧 7 が* でで 巧 か 々クント して 巧 <<0 け です • 


が 


$teD 6 いろいろ なをを ち 


ら _e I IF - THEN I て 嘴! を おろう 

♦ が 0 まで 教えさせる A 

6- 5 でかつ ちで つン ターを 100 まで S ネ をな C 巧で It める ような 乃コ クラムを 巧つ てみ 
ま しょつ* 

'州〜了〇-バた。 «!ちでのやウ巧は6~3で8^しました， こ 知 どは， QH (イ 
ス 〜の迈 S (だ シ) M 巧つ て か で み S レよう， 

そ n でさ， 巧 まどの 6-5 のフ DCT クムの リストを 巧つ て < ださい ♦ « してし g つ C 入は 
ち クー* 6 じフ □フク ムそ 》 ち &んで < どち レ、 


ゾ スト ヴと打 C ら， 巧の フ I ご 7 クム 文ち gflO ち 巧 S も 



寒す， H 巧して み夕 しぶ ク。 



5 ホん と， 100 81 でで クン h •して フ〇ブブ ムな夕 I 巧は， レ 巧 ♦ こ み， 巧 SS 35 
弓を む e ためで ヴ* 



この II 卜 THEN I かちは， をが 巧 » をす るを ちで， 。ちし A = 100 巧ら。 さを 50 へ? 5 
さな S し という S なじな ウ ます ♦つま ウ， ヴ 100 じ 巧る までは， 巧の 巧の フ □フ 
ラム » 行し， 爱巧 A づ 100 じなる と 行 gS60^ ヤン フ します ので 适画じ A 巧。 り* と 
巧を して フ □クラムの 実行を g 了し， ホ > 


が 





step 5 いろいろ 巧 巧 ホ g 


6-7 条件 削が •いろいろ 

ろ 件 判 おつて 巧で しよ ウ A 友な 6 は， r 巧 日 W 打 ごら ドク イフへ けこうよ J 巧 /V てこと 5 , 
* つ巧 ことは あ 05 だん ヴ A 

こむ を <0 し <■< と > r をし， 巧 3« むだろ ド クイ フへ巧 < けれど • 巧で つなを どこへ 
を 巧 巧 g い J と， 巧り 交す の A 

を 件が 巧 と a , こがな ちの 泛と 巧クて < ど ちい • こ 打ち ， riF - TH 卵 ホち て ■< と 
こクな 巧 C 

IP(»B の 巧の 5(11«) 〜 かが ライフへ 巧く > 6 し 巧 (どこち 巧々 ない） 

つ S り， IF の 獲 こか々 条#ヴ ホウ たてば， THSN の AC ■い C こと 定» 巧し • み 样ヴ巧 
0 巧 C 召: ヴ〇 が， E し 86 ©a じ mvc 巧る こと 巧 » 弓し タブ， 

S しが （エル : 〇 というる のヴ おて 6 S し C ホ こ 巧 ミ， ! 1 台 一 化 化 I 6 巧と 化ヴい 
つし よじ cr>n ， 上 じ ■ い 5 よク C IF の »c ■ い； CA 件ヴ ホウ CC 巧クク ごと S じ， 

E し SE の »c<r いた こと sn 巧ち 巧 R す 6 ご し e し 巧は • 化 a 方が 了り ば 省 巧して を 
ク 》 い S せ ん> 


♦ IW - theTH a ♦の hik 

rr に 巧 few 巧 ♦じは > S の 太 小ち 庄 R する ses ヴよ < 巧； す A タウ 巧す いよ ク 
じ A と B とい ク 株つ て 巧 巧し S レよ ク〇 


巧 ち 

■み 巧 

麻 味 


A • 8 

A ともさ 巧し い 

> 

A > 6 

A の巧ヴ S ぶ クス « い 
〈6 の巧ヴ A ぶ 0 小を い） 

< 

A < 8 

6 の巧ヴ A ぶり ズ C い 
( A ので ヴ 3 より ルミい〉 

さ 

A 2 e 

A の 巧ヴ 目ぶ ウス さいな ぎた は 

S しい 

< 

A s e 

B の 方ヴ A よ ウス さいな， または 

> しい 

< > 

AC >8 

A と e は 巧し < ない 


が 





step 6 いろいろ 巧 巧 令 養 


このを ちは， この ヴ ろせ ヴをク をのですなら， > えて おいて < ださい。 こむらの 芭 ちで 比 
R ミ。 る 巧を 巧と V ルぷす A 

なじ fIF-TWgNI ホち な^ iwa ミい くつ ヴ 示し まヴ， •ちじして ください ク 

0 を レ， A ヴ B よ 〇大 S け n ば， 巧 » さめへ 行 «， それ1^^^ク泛&, 巧 S さがへ 巧 « な 
ちし V 

If A> B THEN GOTO 30 ELSE OOTO 60 
c 巧 レ， A と 6ヴ> しけれが， としい バこ表 巧し， そ; っ： e か •ち ヴク J と 5 巧し 
なか、 

IP A> 6 THEN PRINT * ひとしい* E し 巧 PRINT *5 ヴク" 

0 をし • A ヴ 100 C ク C も r 巧 D り J と g ホし • そ nw みだ ク C ら， 巧 g まがへ 巧 C なさ 
レ、 

ホ A -100 TKSN PRINT *巧が* 6 し 巧 GOTO が 
いるい ろな ♦任 扣历 ヴで 8S す 0, THEN と， E し Se の货 こは， とんな ホが ^ を ■いてち 
クタし せか > 

こん 巧 ことを で 《«ヴ* 

!F A«e THEN IP C > D TH6N ©OTO 100 
こ; n が r ちし A と B ヴ 11 レ けれな， C と 0 の 文 か ミ tMR して • ちし C ヴ〇 より スかブ 打 
成 行 ♦* 100 へけ 《 巧ち レ 心と いウ ことです ♦ し々 し， 巧夕り «« な IF 〜 T 明 N ミ a 
い CO, gt ホ 々S がると フ D ヴ クム ヴ 々り 3ら< な るるむ ヴるウ 》プ4 


か 





step 7 



サイコ □グー ム 


極 ) 


RANDOMIZE 



：：：：： ミ 00 SUS] LRETU 巧 NSif 

1> •學學 學 * ， 、 ， ，藥#. 

1 

ミ H ミミ f A ら AO 1 西赵 3 


RND 




< S 


こ 9 ••参 ••♦♦♦♦♦«»♦♦♦♦♦♦ ♦♦♦«♦ »»«♦♦♦ ♦♦♦0* 

' '• f < f し < < ! (^ 、 * * ♦ i * < 、 

[ イム £ 一ん , •一 _ ' - . ♦ ' ♦ ♦ 3 



な 60 7 サイコ □ブーム 


7 — 1 ヴー ムのブ □ブラム 

い での な 巧は， SASic^i C 巧む てち ろク ためじ » sg し C 。 でる こ; n ななは， 遍 
い 5 巧 9 ブームち しな ヴら > その ブームの ブ □ブ クム 巧 » 巧 巧して いを をす。 

おのま • * ヴイ ご □プー ム* 巧 巧 0 すす 4 この ^イ 30 プーム * は， ブ •-ム としては ■ 
舉 なをので すヴ， こ 〇 なろ ちつと C ヴヴ しい フ □ブ クムを 巧る ごめ C 化 S 巧 こと ヴ， c < 
をん 含* 巧て いま ヴ， 

gfi, ここ 巧ら はみ し C ヴヴ しい ■« や je 巧を 出て SS すヴ， 〇 ヴ〇じ < けむが とじ ヴ< 
扶明じ 出て < る フ □ク クム € 16 こんで > 巧して みて <だ ちし \〇 
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S な D フ サイコ □プー ム 


7 — 2 RND く ランダム ) は， ブームの 主役 

ヴイニ 〇 ブームと いってら 巧め 方ら 西 曲: ヴィ コロ (2>フ ラつ ィッ ク巧 巧る のは 夕 巧です 
む A そこで， ヴイ 3 □の 5巧«9 で S 巧す る ブームを 巧ク てみ ましぶ ク〇 


♦RNDH 巧つ てぞ 

ヴィ ご D とい ク巧 な， 1 〜 6 さでの S ヴブ タラ;* C 出 g ブ 巧* この ブタ クタな 巧 そ > をち 
巧る 化ヴ， ヴ 6 MWtBRND (クン タム >»» とで しん タブ A 
f ■がぶ。 I も この 巧 NDBWs ^ かにな 看 え 巧す ♦ ぺージ じ M 巧) 

\ HR ヴのク てい タブので • 參 毎 こしで < e さし、 / 

この R NOWS 巧ク て， サイコ DG > S 巧 也 ブス ご 7 クムは， 巧を ぶク じな 05 す. 



こ〇フ D ク クムは 11» レー 7 C 巧つ てい 》 す 0 させる と 1 巧る でのい ヴむ 巧© « 
ザ 巧々 じ S 巧され， 7* 邏が 9 ところで g^a rami で フロ ク ，ム 巧!! 巧 ミ 
とめて < だま 1^、 


このよ クじ> AM0 M を g ク と， gg 巧る K な « ■で不 gK な « 巧 巧 巧 $ はる C とヴ 
で C 夕す • e とえげ， この フ □ク クムで 巧 慕 S ミ 0 の RN 0 の 巧との： ） 巧の K すを 100 
と々 • 寺 00 0 C 巧。 g その® ヴ 55^ な,， ♦ 


が 



step 7 サイ 3 □ブーム 


7 — 3 A こん ぴ ゆ— たグ と サイコ □グー ム 

ブイ コロを JI ろヴ こと ヴ でを たので， こんど 広 3 シビ ユー タと サイコ D ブーム ミレて み 
，しよう々 出た 良 の 大巧 レ 巧 巧！! ろです。 

こんどは， のでよう 巧 フ己ク クム CGO * す ♦ 




)：^ ュ， 
トイ 30 


10 C し S 

直〇ク Wi レめ かかみ 
いり RANDOmZE 
>じ0 LET SAI い RND (かり 
130 株 INT - Wi レけ； SAI 1 
200 REW こ ザ* •をめ か ホみ 
210 

•220 LET SA に ■ RN 0(5) + J 
230 PRIN 了" こんむ • ns — た" ミる AJ 2 


巧5 しでみ S しよ ク> me な • 《 の のか；) で? イコ CKDS と コンピュータの 巧 ク巧サ 
イコ 00 ミ ns す • 



•■妈 が 0 が マ > 

コ シビ ユ •夕と 8^ の ブイ〕 a ま .ns し泛 •ど C 
々巧， その 巧 巧ち ご ンビ ユータ @» じさせ ましよ ク* 


巧ヴ R ク 
獻 70 


がは 面》 ミが ばる り ミ 
クラム 巧を をな] しで < だち 


300 巧 EH ザる まけめ なんち A ム 
310 し 巨 T M ホ S" こんむ •♦ 一を か ザを 4 
320 IF SAEi«SAI2 Ti«N し E 了 M み 
330 IP SAIl >SAr2 THEN し ET W を 
3 が PRINT M» 





なが 7 ヴ イコ □ブっ 


ミ ぞ版 のこ 出て ミ C IP 〜 TH が がです々 行 SS お CK3 巧き でのな さは 巧の 榮 じなり 
ます 0 


巧 巧 0 ••••- ま ヴ《$じ* こん ぴみ 一 C ぶヴ さ* とれ 入して 巧 sy す。 

巧# 9 が 、••>•• SA 1 とさ A 2 夕巧 しな ru 衣 M $ じ こ* とけ 入 レます 0 ここで， 
M $ も' こん リ み一た のが*々 ろ 作 レに • へ R り ミし 巧 ♦ 

SA 1 tSA 2«^ U < gCftS , 巧へ g み S すゥ このと 6 の M $ 
は, > こ かひみ 一 C 巧な ヴ の タタです， 

巧 お 効 ••••ぃ SA 1 ので ヴ SA ミよ クタ かナ n を MSC ツ 巧し のウが とけ 入し g 
，• そ。 we , 巧へ 扇 がす • 

巧 ■ち ヴ&< なウ R し e * H 巧 レて み* し タク ♦ 5 やん と >5 爾ヴ巧 二! ン ビュー タヴ お！) Sf 
して S 巧して ぐ ng 巧 > 



ス 字に 巧 玄装巧 巧 0 ます ぅ 


巧壽 きが 0 じ いで W み一巧め ヴ とい ク兀フ クム 又 幻 巧 ウタす ヴ， こ n を 
巧 R の 度 足です • 又す々 es & Mc け 入で S , も 又み 巧 es を。 （タフん コ ーテ誦 
シ 3 ンク ーク） 巧み がの »5 C $( み レ 7-9) なか ブ 。は t ル ゆです ク 
K ル クーク を 巧け C 拉 R 3, ス军^ をつ クク という ことで スタ RR といい 5 も 夕 さま 我 
を铁 6 在 まと a じよ クじ け?^ する 夕ぞち 有を じ 巧え る こと ヴで ミます。 をた • 変を 巧と 
してが るです を • が C アルフ タぺッ ト， ひろ ヴみ クブ フィ、 ン クバ クーシを ちつで < 
。ホ ぅなが i みが だ 担 R 8 がえ ミ も 

でだし け 入で きる 文す の KC は 巧〇ヴ 巧り • タフルコー テーシ3ンタークて坦巧夕导ち 
化 1 巧までで す • 


の 



step 7 ヴ イコ □ブーム 


7 — 4 巧 巧を 使 ラブ □クラムは 1 つじ まとめよ ラ 

をつ S 巧つ 巧フ D クク 6 じは > 頁 巧 巧の サイ 30 とつ ンビ ユー タ 汚の ヴイつ 〇 の 2 つの ヴ 
イニ〇 友 0 さし C* つ >0, お たげい C1 つす つの ヴ イコ 0 ち 巧つ ていて > それ そむ じ 
わて し 巧 巧な • 

こかと »• ヴイ ニ! 051 •: ブ じして， 巧な C ヴ g つて 巧ろ ごンビ ユー タじ夕 ろ だるよ ク 
C レで み 》 しぶ ク， そ 5 ブ むみ どつ C サイコ a ヴ 1 つどけ じなる のこ 療れヴ 
は ク3ブ» ヴ， 


♦サス レー チン «»54 

1 つの ブイつ 05 2 入で « るぶ ク e フ □ブ クムは- クフ ルーチン とい ク るのを 巧 义な圓 • 
じ 巧る こと ヴで ««ヴ> 

巧 ヴ> 巧の フ D ク クムで SM して < ださい ♦ S だし， 巧 *9110 とむ 0 は ■ち ■しすす • 



11 な 

GOSUB 400 


uo 

PRINT ，诚 し •MSAf 


130 

210 

LET SAIl sSAI 
前 か B 年 00 


220 

PRINT "3；it *4-9 ",SAI 


230 

し £T SAI 2 «SAT 


370 

END 


400 

REM がく: ろめ ジみ w ろ-か 


410 

R^：tf4D0mZE 

ブイ 3D — 

*♦20 

L£T SA い RND(S) ♦! 


430 

RETURN 


いさ し c ：^ ク クムに， 检 SB ® (3 - ヴフ) ♦ホと け 置で 巧 巧 （ U ターン) 


度ち ヴ «し< でて sg し 巧* 

に 2 SBI ホ 6 と 巧 巧咖 がん かヴ ベターじ なつで 度り りを，* そむは, フロ ク 
クムの 巧の も 備烟 « ♦で 巧 巧し 泛 クフ/し ー チンへ 府 さして ウも LfiSIU 晒 
** で 度^ 0 ホ巧の,ぃで巧る巧>«<；)巧な^ぅ>«^>，巧のでヴク 

♦サス レー チン 


.0 CLS 

100 REN 说レ j > 夕 も 巧み 
ilO の SUB がり 
\ZQ PRINT •わを し" 巧 AX 
130 LET SAI isSAl 


•520 げ SAI ： _ 一， 

330 IF SA ミい が U 玄 THEN し E 了 ）づ 隹； 

ス 40 PRJNT M« 


370 なの 

400 REM 夕 ぃころの ジみ A ろ.々 ム， 

410 RAWDOm 咒 

*20 け 下 SA い 巧のも か * I 

4が RETURN 


ザる" 


この フロク クムの 巧 n は 巧の よク じな 〇>ヴ> 

か 7>9けて クリ で- スブ J - ン ち 打 》ヴ* 

巧 5 M 110 で 400 の サフ ルーチンへ 巧® さ ヴ* 

な 611， が 0©^ フルー チンで ブ イコ。 ヴ 1 口 S ろむ で • 。•ちが 0 の L お 7む が I ホ 
令 巧で， 巧な 夕1 がへ gOg す ♦ 

が ラ壽ろ 130 で • いか 5 ら むた ヴ イコ ロ© S < DK « SAI 1じが\しホタ， 

巧け •ミ" 0 で が 0 のヴフ /レ^ ンへ けさ， も 

巧 巧 »§ <00 のヴ フルーチ シでヴ イコ。 ヴ g を 化 巧 » s 巧 0 の ホ ホで • 
巧 » の 0 へ >0* す ♦ 

の ラ »#230 で • い》«らの e ヴイコ0の百の||€ SA ^ 2 へけ 入し 巧す。 

巧 後が ちつ し C が， 115> なめ 冉»$ レて ヴも 巧 ホす るフ □フク ムで 
も 


ヴス レー チンの g ミ 化 こか 巧ち のです ♦ ク S く 巧えば， 犬 蛮 R 巧 g わので す， 

» ヴフ ^シ戌 1 つの フ □クラムの 巧 C 巧 g でを « むの ますし • サス し麵 チンの やで 
ヴス レー チシを 巧ク ことを でを ます A 



巧つな < 巧ク だ フ □ヴ クムです 6 r&AVE \ 巧 ホで; 5む ツ K • テーフ じた ーフ しで 巧 S ミ 

しよ •ゾク 
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step 7 サイコ D ブーム 


7-5 どの 呂ガ河 回で たか 巧 0 たい 

RND 巧 致を 度つ だヴィ ニニの 巧 ク巧ヴ ろ クミし で 0 こんどは， この ブイ 3 □をが ◎巧 
ろな てみ で， 巧な 启ヴ 巧呂 drf たなち 巧 示して み； しよう • 

巧の よ ウ巧フ □ブ クム そ ■« こんで く C ち レ、 


10 LET CLS 
20 FOR I さ 1 TO 50 
3 な し 巨 T SAIsRND<5)*I 
40 IF かい 1 THEN し £T S い Sl + l 
がげ がい 2 THEN し 打 S2 巧： 2+a 
60 IF SAIs3 THEN し ET S3«S3^1 
70 IF SAIs4 THEN UST S 夺 sS4*l 
SO IF SAU5 THEN LET SSaSS+l 
夕〇 IP 受 A いら THEN LET S 台 ろ 
ミク 0 NEXT I 

J 10 PRINT "ぃちれ W# す 一 GTiSl 
120 PRWT " たの WWT" • か • げ 2 
130 PRINT " 夕ん か わか ザ r" 巧 " ミ S ミ 
140 PRIhfT " よ 做が r" な " ミ S4 
150 PRINT ": r の た す • 巧 " ！ S5 
JbO PRINT " る < の がが f な " <S6 


実〇 しでみ » しよ ク > B ■ はの のぶ クじ 90* す • 



このフロブうムの， 巧»«40-&0は美《^巧た 1 一 6 までの どの 呂ヴ出 だ々 を 難して 
巧の 6 巧巧呂 出た 巧 R えてい g も 

巧と 义换 出 巧邑ヴ 3 だと 巧る と • 巧 »§ なの $3:53 りかり々 ウン ターで 巧え 羡 
す々 

一 gH 巧して みて < ださし、 

でも この フロ ク クム 戌 口 じ g タフ ご フラムで 巧れ W みるり きをん そこ こ レタの 
フ こ ! ブラム そる つと g 法して みすし よク 9 
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フー 6 民 巧 変 致を 使 お ラ 

7- 3 のフご フ クムタ S かる ム 巧の 寒な フロ ク クム C 巧り ます, 


2 REM が々 み 
ご CLS 

10 DIM A * (ろ） > がが 
20 P 0 R い I TO 50 
さ 0 し 6 T SAJsRND く 5)*1 
40 LET e 巧 AI ) 巧 （SAim 


50 hCXT I 
60 FOR 1^1 TO 6 


70 READ A *( I 》 
SO PRINT A ♦(り 
90 NEXT I 
】00 DATA - t 々 


) J < か 

♦ "I 二 ％ •夕い > • 

1 .ー パー 


B(!) 


よん" •"ご 



的の フ □ク クムよ 0 を， ヴ つと ス ツキ U し > レた* 
さで， フ D ク クム 《»« こわで 3 W しでろ g レよ ク 4 
5 かんと， 度の フ CK 7 クムと 口 じ レて い 寒 ヴな 



•泛 くまん の データ ホ いつべ か 区ぶ つかえる r 巧 Wj 

C と 式な， 巧じ這«(文夕巧るいな»9)<1?7ーク巧2!<ちん巧ウ， そむ ぞのそ S 歡 じけ A 
しだい* こんなと を， 巧 Bg をつ ける とすると， データの！ R ろ® 8 爸巧ぉ 巧です* こので 
は， おとで f この ブー巧 こ & 巧つ て 愛 巧 各を 二> けだつ け夕 J なんて ことじな ウク なま だ 
ん し， ^«18€つけるためじフ1：：ククムで0，ータ<»だヴな巧(3巧つてレまいミすな 
ここ じ ザ 巧の の 巧 百ろ。々 • S じな つてい ると し ミすな こむ ミ 巧 おで ヴ ，ると 
さじを SS の 1Q 夏， KCD2G€. 巧みの 4SS •••- •などと S 义巧 巧ろ 巧る とが、 ぎ 
も る 3^ なヴこ ごや こちな じな つてい るので はこうない ミミ だか a 
つまり， K 巧と な， 泛®^ ©る* モ 巧る とを <。 じな のです。 巧 括を 癸 苗な ど 
のが a を爱孩 台 A, B， C とおさな える と， 寅 巧 <D1 因 曰ん 广 A の 1 J ， S 泣の 2 ◎弓は 
广*の2^ とい ク巧 U 巧た ヴ でさ ミすな 
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BAS にの フロ ブラムの 巧で 6, このぶ クじブ 《夕 をな ぺる こと 巧 としん >5 す， そし 
て 今の H なるお SS ヴ rg 巧 巧 ん とみげ む 夕も ただし. この だかが そ フロ クラムの 
中で 巧う と 《C は* ろヴ じれ で こでは!^ 巧 か 巧す と M しなけ のか >ヴ みが レ > 
この ミ r の ■雪 J といつ て ， rmp (テイ メンジ 3 シ) ホ々 でか タブ。 

では， 巧 巧との 2 M のフ 07 クム そ み S しよ ク* 巧 » ちけ ヴそク ですな. 



この フ □ク クム 又の BWa , での フ D クうム で 5^ 巧み、 夕み 1 つは A というが J 
S « で 文 さを 化 \ ます A ft ク データの R は 〇クら $ 寒での 7 つで ヴ^ た ク 1 つは， 8 とい 
ク 8^ JS » で 巧 する •みい 》ヴ^ をク データ CW は 0 巧を 6 までの フ つです 《 とい ク こと C 
なウ 》ヴ> 


ミて， このよクじしで«^ぞ«>しだ70ククムで， HR じ g 巧 巧 «€ 巧い， テ誦 タミ 巧 
り 3S うと SC は， 巧 ほとの だ R® 巧 ■» で S えてみ をす と 曲篇の 1 巧 S は fA の 1 J と 
RD しまし C ヴ， こむ を A け t 巧 S の 3 口 貢 3Ba なと と g むします ♦ 

いヴ ヴでク 巧， チ3、ソ^^55ヴ巧レぃかちし巧夕だぉな^ 


• 巧 巧 変 食の C い 方 


では， 兀ヴ クムの りお てくだ ミし V 


冬な し 巨 T B(SAI) sB(SAI) 


こむ は， 巧 巧! 化 の り I'FOR 一 TO 一 NEXTI ホ々 のんー フじ 乂ク ていを で。 そして 
巧 »§3〇 でが U- フタ 1 まむ クす るち びじ， サイつ 0 巧 1 e つつ 巧つ て， r?oR 〜七〇 
-NEXT1 をろ；^^>5>夕でぉち巨だ*ミ巧«が1 じ说 e 巧 A し巧ブ ミす A * 


7 $ 




SteD 7 パコ □ブ ■ム 


たとえ 味 化泛 BCWR06 だと ヴ ると SAI56 だ 巧ろ， 目® =8@+1 となりす す A 

e(C»-8 巧 接 巧め は 0 です 巧ろ， こむ こ 6«=1じなウ*し2^ このよ クじ サイコ □ 
をが 面 巧つ て 出泛邑 のな を そ のぞ n， B じ SO 巧て ると， なのぶ ク じな 0 をす, サイ ニ！ □ 
ご 0 の B はみ レ ゆで sac はなを g り 巧て* だか 0 

がぶ R e(SAI) I »(1) { B0 { B(3) I 6(4} I 9(5) I B(8) 

お 巧 目 OX 


S け 0 7 ヴ イコ 日 ブーム 


7-7 データを フ □ブラムに 塞ぎ こむ 

S なじ 化 \ する S クタ ぞ な， 广 データ J といい ましたな 巧 面を 度 ラぶ ろな ブータは > フ〇 I 
ク クム 巧 CM こんで そのつど SHS じけ 入す るち ヴ gflj です ♦ 



フ Q ク クム 中 じ ■さ こんだ データを 》 反 じ ft 入ヴ ると ちは， I 巧 もぶ! 巧ち を 巧い ホす。 
このを ホは • r ブータち とい ク度 K ごな クタす ♦ そして， ブータを B いて お < のじ 
は， , わ A 巧! ホち 巧ち I 巧 0 よク巧 IS 巧 そし g ヴ。 

fiKA > B , C ん 0, £$ C そ のぞむ ブータ そ こむ 
10 R 6 AD A , B , ごも 0, け 
20 DATA 巧， 巧 ， *A 白 C<， 巧， *C0S* 

文夕巧 R は， タス レ コーブー シ a ン 7 —クで s^， チー タと f- 夕の scp ウじ •（カンの 
« 入 05 す 6 


フ ー7 のフ D クラム (ぴ^ MBO 〜 1〇〇夕 かけして < だ ¢5 八 巧の ぶう でしな- 


60 巧ツ *? い 1 TO 6 
70 READ A»<I) 

80 PRINT A 參 （り；" の >6iWr な "leu) 

90 NEXT I 

100 DATA"t 々 "> • じ " • "5? ん < > " よん " > こ *。 > " るく " 



この フ □クラム! ん l>OH 一 TO 一 NEXTf ttt のん ープの 巧の rHBnri をを で. 獻吸お 
の A $ じ かてい S す々 A SCR みこが 〇巧 ブータ 5 WC ク つなよ ク忆， A 
$<a〜A$ 反夕 で巧ウ ホて CS を 巧る と， 巧の ぶ クじ巧 05 巧 ♦ 


A$ 

A け）. 

AiZ 

A0 

AM) 

A 巧 

A 巧 

テータ 

いち 

ご 

を 知 

よん 

ザ 

ろ < 


ヴ 




CURSOR 






し EF 下 $ 




M]p$ 


d 8 


巧 そぼ, 


巧 GH 了受 
TAB 




ご A を 



♦ミ 

♦ ♦9 

♦ O0 

♦ ♦0 
♦ミ 
♦ミ 

«0 

* か 


♦ ••• 


ミ 


♦ ♦參 ♦♦♦ミ 

♦♦♦♦♦♦♦♦ 
♦♦ミ ♦聲ミ 
•ミ 
♦♦ 


•• 

ミ 

♦ A 
ミ 

♦ ♦ 
♦ ♦ 

♦ ♦♦ 

♦ ♦C ♦♦ミ 

♦ ♦ミ ♦争 ♦ 




♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

か 

0 

0 

0 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

0 

♦ 

♦ 

♦ 

0 

0 

0 

• 

參 

0 

か 

♦ 

〇 

0 

♦ 

0 

♦ 

♦ ♦ 


00 

♦♦ 


00 

♦ ♦ 
ミ 
ミ 
♦♦ 



000000 
♦0 •參〇 ♦ 
»»9 ミ ♦ 


♦♦ 

〇〇 

♦♦ 

ミ 

♦♦ 

«♦ 

♦♦ 

〇〇 


^ C € € 




♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

0 

鲁 

0 

♦ 

0 

〇 

争 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

か 

か 

♦ 

か 

0 

♦ 

0 


文すで巧そな^> 


8 一 1 タタが ばら ば &じ 


こみ どの フ □グ 5 ム I も 1 巧までの スネち 入で ち だて， 1 ミ 
す 6 

さす 巧の* 5 フ D ク 5 ムを入 刀し でみ ましよ ク* 



実 巧して， ■» こど ク 表 巧 80 る 巧 » め t み 》 一ぶ 5* 


J 夕 み も レ • 《 I ホ ♦つ 


: i ッせ ージヴ おまし e * 巧 92 の 名 ホモ 入む てみ まし ぷク 




かが 8 スタで 巧 そぼう 


ifmsmni を 巧す と， M じい ま 入の た タタ ヴ g 狂。 ろ (壬 化な ろ) 度 じみ 巧 ミ。 てい 
さますな 



を 度 » 巧ち 巧る と • ク リア • スク J ーンち 巧て 入て I55CS ウ 85 ブ A 
♦玄 9 の R 巧 ft A る > 


40 LET KAZs しか <MOJ^> 


行 M40( こ し BN <レシク；0といク文タヴ«?^^てい》す化 こむ は， し SN の 後の 
々ッ ニで S5 れ C 又 字 91 の 交 マ 》 柏 II える JW で "交 夕 MKj といい きす。 又: y 巧 2 つ! 
上つな 巧つ ている をのを 文 巧 J とし ル 巧す ♦ 

ちつ « 入 でし 2文» •は > IWASA 口です 巧ろ， 7 又ぞ ですな し C ヴ つて > KA2s7 じ 
な 0 ます ♦ 


♦又 巧 ヴ6 文 ん 
巧 » がを 巧で <ど ちい 争 


60 し 巨す WOJ ホ* しび T> H) 


こか ごは 巧 »§60C LSrr$ (レフ》-)といク义ぞガ皮^：)^でいまヴ> こ^^は， 又す がの 
ちな 巧ろ， 巧 《 を 方:? 巧 S ろの 交す がさ 出す RK で， やは 0 r ち 5 巧技 J でヴ。 このち 
も M 0^/$ = JWASAWr9；55, IWASAKJ とい クスるな ろを 巧 のな: ご 化 
文す を 毎ち 出 レて HOJ S じけ へします 0 


を 巧 广 に， 巧# S4 み i：9( 巧） IPOR 〜 TO — NgXTt るろ じを 接 〇む てい ミす々 $ けり 
6-3 そがが して < ど ちい。 





step S 玄夕 でち をな ク 


そこで fHj な« 幻: 1 クら KAZ の « まで 1 つつつ jg えます 巧ら， HOJ $ じは， IWASA り 
という S 寒 巧の ち 巧 巧よ クじ巧 \ さむて ちます ♦ 

1090/1/— フ H 0 J$s I 

2 的の ルー フ H 0 J $5 J W 

3 a 呂の レ- フ W 0 J $ S J W A 


フ己 S の ルーフ H 0 JS 5 I WASAK I 


こ n そ 巧 巧7 の rwiwi ホ々で««^ち巧ているのでも でち 夕 g でとは 巧 巧の sn 
巧 2ヴ» つで い S ヴな こ n も rpmti m の 後 じ cu がが 巧が というが 
ヴ 入つ でい るなら でで ♦ 

f •■と々 巧 6 な fi ■な 巧 6 な も 

CURSOR (カー ソん〉 とは > そ 0 後の カツ！: で® をむ C の « じ S 巧させる 巧 なで， 

I 幽 T I 巧 今と 巧み 合 て す A 

。とえな,. 巧の 巧み フ D ブ クム 文 ると じみ ホ ミ。，，々 
pMnt CU 尸 ( I ん 12 い •《" 



いん 巧 巧ぶ ヴ g でい る ea はこの コンビ ユー クロ ま， な 1 5 — ドと いつで 巧 巧 巧 〇 りる 
ち 巧で タク このと « の 0*«， よこ （0 ぺ 1 が， C て （0 〜巧 かまでの SS が 31 了ら りて 
います* 


CURSOR wa は > よこと たてを， a 面 上の » s で 》 在し， 交さみ どち 5 示ち だるむ ■を 
まめる ホ ホです > た とろ 居， a を@ の 召 上に 巧を さを ると まは， 


pr 1 rti cuf«o 尸 < る 1 , 0) ミ " &■ 


ぶ 


とな 0 ます A 




step 8 です でち をぽク 


つす ウ， む S ちちを すると 5 は， ^CURSOR (よこの# ろ， たての g ろ) J と S きます。 
こりみ 巧 かしく いう ム とかさむ るを のこ よこ 巧ん C てを Y であろ り レ 
CURSOft(X, Y) と ■さます々 

を ■しで « し 1 乂 な 3, X ち 巧！ な 上， Y が 4 社!*^ ると， 觀し C いちの ヴ B ® のみ じ 
出て レ 寒い > * ま 9< なク てし すい »す> 


をク ひとつぶ 库 g 巧 运 • > 



CURSOR IS, よこ （X) と irc(Y) 巧つ て M 上の イ巧胶 巧 ミし e み この ほで 
じ， BBi のぶこ （X) のな « だけを ちです る 巧を ヴ 巧り，， ク 


画® のよ この 拉 ■巧 ブ ミが py ると 《 な， TA© (夕 で を ff い* プ A 

S— 1 のフ □ク クム そ TAB SB クて 1¢ ■すと， 巧 M 巧は， 巧の よク じなり g ヴ々 


70 PRINT TAB(IO) IHOJS 
のフ D ク クム 《l 巧ち だると 3 ■■は， ちの なじ 巧り 



CURSOR で 度喔モ» 巧す ると 曲面は スク D —ん しませ 知ヴ， TAB で巧定 すると， スク〇 
ー ルミれ てし SIA 田 B 上の一# Clt つ C ままが させる ことは でき 表せん。 




step 8 で 字で あそ 良 ラ 


8 — 3 いろいろ なでぎ 巧な 

ミて， この フ D ク クムの 巧 こで てき 巧 しか • け FTS ミ 又夕巧 もむ ル、 ましち な。 
この スタ 巧 反と に， 夕ぞを 9巧3 が » のこと で， 按じ RIGH 了 $ や がの 《 など ヴ 
巧 05 巧， 


♦ タタ 巧の る HI 巧 占る* 

そ。 では， みの フ CK7 クム そ 巧 6HT $ 0 巧ち 运 つて ■« クネ でみ すしよ S い 巧は 
け FT$ と15じです夕巧«巧0«»(^>«〇なウタす々 

色 C LET HOJ>gRIi3HT*(MOJ»>H) 

さて， フ 0^7 ラム $寅 巧す ると どク なる ので レぶ クク 65^で>»レて下さぃ。 


♦ 又^の 9 ん 巧な &a«>t る， 

こむ も M に $ (ミ ドん) illtSWr 巧す •こりは， け rr« , RIGHT ミと fi レの ヴ> す 
こし 蓮い* ヴ， 

C と ネげ， 巧の ぶクな スタ 及 1 の スタみ 巧 巧ク C とし 巧す C 


夏 » 巧 -A-B C-O-E-P— な -H -i -J 

又 要が 5 ヴ ホる ） i 2345678 « 10 


このの C ウら G8I でを 巧 SB ると SS, 艺クな R 义て 3SS 々る 7gS ち 巧 S 巧る と; &だ 
し 5 す A 

M } 0 $ な eCDEP 巧 W I J : 3, 7) 

8巧巧ら>&9!で9«度ると6は 

M I 0 $ な 6 C 0 e ド 0 H I J ご 1 > 10) 

とな 0 ます 4 

ちク C 巧 フごブ クム CIS つてみ タレぶ う ♦ 巧 ■5803 巧の よク じな ウまヴ 4 

[ 60 し S 了 り 0J 拿。 MID* く 灯 0J ん J ，7) 

このを， g 巧 レて > み 巧め てみ て < ださし、 


が 





• 0 



I 


§ step 9 


♦♦♦ 


サイ ご □の ブラ フイ 
ツク 


INK 巨 Y $ 

STCHR 


ミミ ミ $ (ラペル) 





step Q サイコ。 の ブラ フィック 


9一1 サイコ □の おを 巧ろ ラ 

ちて， こんどは クク フイ、 シク，/ 巧 ーシを 巧つ で > なき P フで换 民し 巧 *ヴ イコ □ブーム" 
を Z : 巧 的な ブーム 13 巧 0 巧 文て みまし ぶ 3 a 

Steo 7 で やつた サイコ 〇 のフ I ご フ クムを D — K して <ゴ をい， なーフ しでい 巧な ク巧人 
み 巧 ベー ジ じ リスト; つて レ 巧 すので • フ〇ク クムを » ミこんで ください > 


♦が コ〇 が tt クタ クィック- バター ンで 巧る ♦ 

巧のフ0クラムレス》-の のとこるが6のレてくだちレ\^ サイつ a の 巧は， クク 7 ィ 、ン 
ク モードの ブラ フイ、 の/巧 ーン を* レ、 す々 （ [ EHS 面 ) 


5 REM かで ろ 
け CtS 

100 REM わた レ^ ジ t のみ 

110 30SU6 400 

1 玄〇 PRINT "^%し— ミ SAI 

130 LET SA! い SAJ 

H0 GOSUB 500 

200 REH こん ザ ♦— ちの ヴ （、め 

210 如$此 400 

2 艺〇 PRINT •こんげ ♦- た"！ SAI 

230 LET SAl2sSAl 

240 GOSU8 SOO 

300 R 臣 M から まけの 

310 LET M ミ s" 二ん — な A 巧ろ" 

320 IP SAI1,SA じ THEN し ST (W •"が、 こ" 

330 IF SAll >3AI2 THEM LET M ホ*" h たしめ がる 
340 PRINT M* 

户の |»«n る— 巧クげ IN が Y わ"" 下 HEN 泌 了。！。 

の SJ •つで t み 360 GOTO る さ 0 

3 フ〇 Eh© 

400 REM 夕も 。ろめ クふ 、ろ-をん 
W RANDOM IZe 
~ — 420 し 口 SAI*RND ほ） 

430 RETURN 

500 REM 夕ぃ ころめ むょ ろし' 

510 げ SA い 1 THEN GOSUD 1000 
520 ミ P SAI-2 THEN 13DSUB 1100 
530 IF SAI 63 THEN QQSUB 120 ク 
540 げ SAI，4 THEN が SUB 1300 
550 IF SAI 53 THEN QOSUB 1400 
I ド SA い 6 THEN GO を U む 1500 
RETURN 


560 

580 





, ヴか ばつて < ださし 



巧 S 夕汾户 -巧〇 往 ホ 舞 巧 》で. ブイつ 〇 の 有の g じよって， どの サイつ 0 パターン 5 
S ホち をるな さぷ 巧る フ〇フ クムです。 こむ はヴ フルー チン じな つてい ずす > 

巧 gs の 00 〜 1 试〇な • サイ 30 の/ 19 ーン です ♦ これは， 巧 # S 巧 0 〜巧〇 の サフ ルー チ 
ン じ 巧プひ 巧す, 

ここで， 一 つどけ f しい 贿ヴ a て さ S レ Ca 巧 M 3 巧の 1 N 巧 Y $ 巧。 


巧 0 I ド JNKSYaf 5 "L 
360 GOTO 巧 0 


TWEN GOTO け 


こむ は， フご クク 6 夕け 冉こ 巧 SOC キ ー Sg みこ CWR で • この « ろ， I が を ホ 
- か f ちの ると 巧 »si(rv 巧 《 • 巧め 巧 5 フ □ ク クム ggo していろ 夕す ヴ， 

キーヴ 巧ち 巧な けの 巧， 巧 » 巧 0 の eoTo * sc よウ， か S ルーフ ヴ 巧を 巧て いますの 
で， レ OS でを 巧 M 巧た 巧 0モ< り 通して いる 巧 ブでブ 4 つ* な W 化 g ! ホーの 
# ちの るのを 巧 s « ヴ るので ヴ* 

ここで • スペースの 巧ジじ， タフん ご ー テーシ 3ン ブーク で ^ Aj とい ク又夕 巧 西めば， 
B のを一か > される か 5 が フ D 7 クム じなり 巧 も 

まで， «巧《 巧 &< な 0 タレ ；ごヴ» 巧 さなて み* し タク • サイつ □；« 要 ど! ブ では 巧 <, 
パターンで & 巧を む* し C む ち クー g なると さは， が A 6 B #ータ 巧して < ださい 6 




が ep S ヴ イコ □のク クフ イツ ク 


9-2 サイコ □を クル クル 固 そ ラ。 

こんどは， クイ コ □じな さぞつ ごてを タンよ ク， さの ブ □フラム じ- 巧の ブ □クラム 又を 
g のしで < ださし、 



巧 〇げ け J な Y わ • W THEM GOTO *HIT 
j をク pR ! w 了 w 于 fftTTf % — rsrmi ] m 
170 GOTO iOO 
が S が IT 


巧 gS 巧 0 は > さっち クク だ 旧 尸 Aca ターの み 力 巧 5 です ザ， 巧® 巧 6 の $H I 下と 
ぃク のさ ， H I T とい ク«» のた gC $( K ル マーク) S 怖ブ だち ぶ) で • 又す B れ とは* い 

ミ， • 

こむな， r クぺん J とい クで • (成 TZn ぶ 3^ ホ 令の « じ ■いて • そが I 

ち 巧 C ち R じク〜 しるる 塞いて おけは， フ〇ク クム ホの 巧 » A る こと ヴで S 夕 すな 
«« な 70 ク クム C 巧っ e ■さ， ラペルち モ rgoTQi や i が扣 s «>で5< 巧 
のフ □ク クムの 巧 gc をク だるの じしで おけは • るで フ 〇ク クム ると さじ • ろ ウジ ク 
し \フ □クラムち 巧を こと 巧で す • 

ここでは I W& g キー T (ヒッ hO レち を > ご ンビ ユー タの ヴイ 3 □を R ホ さ 
せ C ヴつ C ので • 5 〜 レち S rg M I Tj じし S し tto 

巧 巧な • スク〇 — 止める ホ そ 又です々 このは， フ〇ブ ，ム 巧で LgLBfc ^ l ター 
巧 在クで 巧で 巧 ♦ このよ ク ご フ己ク クム 巧で csTsn を 一を e ク «6, print ホち を 
C タフ ル ご ー テーシ a ン クークで • C いで レぶ » つ 一 K < 巧 ページを > で < e ちい J 
ホ t の S し I ilgHIFTl む、 っし よじ 巧せ を 6 ク こと 巧で 巧 5す* 

巧 おの が， 巧 の で$ H I 下の 巧ち 巧で 巧々 


か rrci な 折 レ こ am し C 70 巧ムの •ミが む试) てくだ か やめな レと さが 
现の < r が ag fi 巧 巧 レます 6 




9 ヴイ三 □の ブラ フィック 


9 一 3 ヴ イコ □の 頁 じを をが けぶ ラ 

こんとは， ヴイ 3 DO 巨 ごる を巧ゴ てみ ましぶ ク^ 巧の フ □クラムで を S 加して <ヴ をし、 



巧 ミなん ちつ S たでで 8GMD — K で， M 巧 巧 H モ — K じする な 
巧 册み〇 の STCHft (せツ h 去 サク クタ ー) は， をち 何ブる ホみ で， ■« 巧は 巧の ぶう じな 
り *も 



* が 巧で 巧が 乃クー コード « がべー ジ) ち 参 巧 こして < どか 

» ©をつ! ブる巧 ぃ •- スキー〕 ー ド か 16* の モ ♦ホ こ レて <だ か、， 

* 巧の 口 ■ ©U モードの Bfi 良 巧の よク C 上 •や •下の 3 つじ 巧む ていて， その 

がで es がで がす ♦ 



この場合， I じ 4 どけけ 入す ると W の 上の 方では • g < なジ ます ヴ， 友と- 巧 •下のと 
ころて は， 含 ガ巧ヴ な < な 0* す ♦ 

この フ □ク クムで も 巧 ろ^か 〜なゆ P が〜 TO 〜 Ne>n •ホち で I 巧 4 〜 5 じして > 西 
a±8ft でヴ イコ。 の 巨 じらが! K ようじして V 巧な > 


が 





巧む oc 


いクヴ でし C ヴ， た面の»^で十を^*巧ヴでちなヴったところち巧ウぎタヴ， SA を C 
I の# 55 ヴ 巧むな 0 い e 巧ブ だで しぶ ク巧 ♦ 巧め での 巧には かし 巧 ヴヴ しなつ だ 巧 お 巧 C 
す せん ホ 巧 »： 出で いる フ〇 クラム 巧 そ， がち だ 泛®* と ttR しで 巧え ていた だけ C 
I ざ 巧と 巧く 理 して 巧 だける ことと か^ 夕も ホとは， とじ々 な々 片巧 フ日ク クムに 
チが ンン ジレて みる ことで 巧 • を プチ々 レンジして • 巧と な <透餐 でさ 巧を 今* はの 巧し 
でみ る A この ヴ BAS にの 上 遠 巧る です ♦ ザ わばク てくだち レ、 

る •。も かみ C « 度 じごな 巧の 巧の ごだに • 巧 じ 广ホ ホな — K •ん 广苗 お麵« 
5し 夕> ち* のコ〜 f ^ R そ > せて 巧ウ 》ブ* *た， BA 9 C I の » a 巧 テク ニ、 ゾフ を宙つ 
巧 rupo ヴーム J のフ □ブヴ ム巧巧 載を て 巧 0«ヴ* i » 巧 友る 巧は ぜひ チタ レンジ レ 
てみ て< ださい 6 

1 〇が か 〇再 AS 


が 



巧 録 


な a 


UFO グーム 

巧んで <る^ モ ぶけな ヴら、 イン ペー ブーを 巧え て < ど ちい 6 フ □クラムは、 巧 加"1 で 
!|^ミします* 

巧び 巧 

巧 8 ちよ じれ 巧 巧 ■ 

R « ミ 下 C お々 す 醒 

巧 巧 

イン ペーター そ 1 つ 》 える た ひじ 10 篇ヴつ 上 巧 す， おけ 00# 从 よじなる と、 曲 
S の g ヴ增 スイ ンぺー ター 51 つ 前え る cue 1 か) 巧の g おじな ウま 巧。 

ま ■ 

巧 タウ S レ «、 イン ペーター を » えない と グー ムヴ «ク て、 rRMcJyj と I * 示さの g 

ブ， 


5 REM uf 0 けの • A 

10 READ SC 八 之 A 心 


GOSUB 10000 
FOR LP «0 TO 1 

PRIW CURSOR 巧ん RND(l か）： し てる 

げ RND (みく 4 THEN 巧 INT CURSOR (3〇 

POR い 1 TO し y 

PRINT " ifl " ミ 

•Oft Js して 0 2 

SOSUB I J が饥 の AIB 2000 、 

ぶ XT J ミ NEXT I ミ 

- 巨 T SL®SL-i 
IF SL<0 THEN END 
IF し psO THEN GOTO 220 
5TCHR "183c7* か 化 7 が！ 42 •な） 义フ p* 
iTO ス 
CHR 


PEEK (ぶ 702B> 

〜 

46 THEN GOSUB 1200 
TO しん uy 



巧氯 


1070 
。か 
1110 
1200 
1210 
2000 
2C10 
之 01 色 
2020 
2030 
2040 
2 艺 00 
2210 
2215 
2220 
2230 
2240 
2250 
2260 
2270 
22 さ 0 

乙 290 
2300 
2310 
玄が〇 
2 年け 
3 け 0 



考巧レ 


：110 
;130 
140 
け 0 

3160 
3170 
3200 
3210 
3220 
3230 
3240 
32 台 0 
3280 
3300 
4000 
C 4010 
4020 


IF UY>»42 THEN LET UY»UY-2 
巧 TURN — 

IF U バ =182 THEN LET UY«UY*2 
RETURN 

LET UAD»UY/8*32+UX/8*4r3800 

LET UADsUAD+<UY AND 4)*8+CUX AND ♦) /* 

LET BCHR»VPEEK(UAD) 

IF BCHR»225 THEN GOTO 3100 
IP BCHR:127 THHN GOTO 2200 


LET 0 巧 巧む し 巨 T A*SL+10 
戶巧 IWT "B" 

PRINT C けな 0ft(9>2>;0; 

VPOKE UAD.32 
し 巧 UX-UX41 

IF UX< 160 THEN GOTO 2*00 
IF し THEN GOTO 2400 
LET し 
し 巨 T UX«32 
READ SC 

LET STC»STC*4r40 
VPOKE 基 3B9C,STC 
VIEW 0 ふ 31,23 
RETURN 
KflEW 

VPOKE UAD •な 
0 TO 巧ん 0 
BLM TO 3 
BB»1 TO 2 
0 U ん UY 
し OC 3-BB TO 2S6>0 
し成 BB TO UX>UY 
G03UB 30000 
N6>C 了阳 
NEX 了 BL 

し OC 2 TO 256,0 
LET か X— I 

PRIW CWSC*?<10*X,3) 5 " -S 
IF か 0 -mew 的 TO 4000 
GOTO 22 夺り 

PRlUr CURSOR (に ♦ 1 の； •なの 《 Ov 夕产 

OUT ぶ 20, ふ FF 

END 
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巧る 


い) が ム 
• a を か 

2 年を、 


けて 




皆い 


3 0000 
10050 
10110 
10 は 0 
i 0 i 36 
10140 
10150 
10160 
10200 
1 の 10 
10220 
10250 
10260 
10266 
け 270 
10280 
10290 
10300 
10310 

1 の 20 

10330 

]〇か0 

10350 
103 色 0 
10370 
10380 
10390 
I 0 S 10 
11000 
30000 
30010 
30020 
30 03 ク 
30040 
30045 
30050 
30060 
•30の么- 
引り 00 


REM 
ソ1 か 

i3B9C，STC 

STCHR w! の 4 が 427eff バ 66" TO 0 
SrCHR "1824424 巧* fffT •が" TO が; 2, 1 
が CHR "たがが 巧 9 則 7663c > TO 1 
STCHR 399186666 巧 99 な" TO ク 
STCHR "iS た 7ち化化76 巧 SI" TO ふ 7 ド、 1 
FOR い 0 TO 2 
SCOD し I 
SC 化 I, 之 みリ 牛り 

NEXT I 

CL«S0R(3,2) ミ" ms：c か e ミな" ミ 
PRINT w タタ > 

ド OR IM TO 30 
PRINT •一 M 
NEXT I 
PRINT 

FOR い 1 TO 3 
PRINT "ド 
I 

PRINT 、"ミ 

FOR い 1 TO 30 

PRINT しな 

NEXT I 

PRINT 一 •ミ 

VIEW 0> ん 3 し 巧 

•RETURN ， 

OUT ぶ 20 ♦ 在 9F ミ OUT ぶ 20, ぶ BP 

OUT A20, 化 7《ajT 基 20 , が 

FOR FftQ«l TO 20 

OUT む 0, 化 0 

OUT 420, FRQ 

FOR T«1 TO 60sfNCXT 

NEXT FRQ 

OUT &2 んが 6 

REXURia 

DATA 10, 1 りん 200 


を 


<1 


が 


♦の |»交 •一 る 巨 1 
M の 推 S ••- &4 D 


つ一 f- 巧と 巧 & してい g 巧ヴ， » じキ V ククタ ーな 化な 巧夕 ると S じ 化 t をの 
の コード 巧は 1 试で 寒いて 巧り 5 でのた C うと «C は， を クーク 巧 巧け てくだ 


でブ かこ 
ミし 

化 


を コード 巧 

みぶ み ごこ 一- ^ 巧 そを X 栽ち して <ど ぎい^ この 餐 を 方を は、 6 U を 一K で 巧って くださ 

い A 


STCHR W8C 808080 巧が が TO 


しお 一 


が1 

て 


4 


>づ-ド 


C とネ ば、 上の ホ クじ »*ヴ ると、 • < ♦タク クタ ー: 
白 巧 《 亿ク ホと SI 5、 

STCHR *08 W0 8 96 06 拍巧 巧" TO る E 1 
とすると、 0 巧 ぷク じな OS す々 

ろ 3-KH 


ドで &ei) ヴ巧 じな クをヴ 


ろ 


を 


；>• 


M 

T 


< ' a i a S 4 «• こ 巧 ； 7 

■By ♦巧な iM > ホが 化 を : p ン 
9 "a . • ?、© で ft 才 i \ F 
イ , »、• • か, バ を^ レニ T — i 一 


キタ ラク ター コー KR 


F W I IS a ! ! ま6 誦 ぉさ a ____ 至 こち -3 ち Jilb 
E がタ タみ〜/人乂 一一 1 L 卜幸 ，苗 夕 kFr 
むかわめ もがな ぶ 巧^ ろれ-こ h 。 
C らち r t ヒを ごみ わかなた ふへ 当 ミ 
B 1 あいなえ もが さ < ヴこ吉 しずち ち 
A 。 r J •、•を 巧 巧 弓な お！. 子ょ。 
9 一 ~ W W {ミ— 麵 < ザ frrv、/N 
8 H みを 、 A 了 1 ^ •T " r - H , rj ぅ 3 JI 
7 p 巧 r . s t 一む V w X 巧- ブ 7 V 、 ミ： 、> 1 -這- 
ら \ 3 b c d ら < 夕 h i J k i 巧 巧 〇 

5 p Q R s T y ：；> 3 >C V マ nI r 、 ¥ 11 < i 
4 3 C £ 良 c o E c , 3 ;H Tl J 民，」 か 一巧た ゴ 
3 0 12 3 4 5る7<:〇9ミ；<=、-つ-こ 
2 ! M 蕃 $ ；%f & -も > を ：_-• ♦ I * \ 
13 固な 当 巧豈 巧劃费 黃責贾 -f 4^ <!:-, 
0 巧な a 造 3 其 基な a な u 基 望皇留 量 
0 1 2 3 4 5 6 ? ら 9 ご；： t。 C 9 E ご- 


が 


巧 》 




OLD 
OUT 
PRINT 
WNT ♦ん 
祐 AO 
巧 巧が 
がいち 
SAVS 
WE 



ク •巧で、 巧ク 々ク t いる もかな^ 巧が WI ヴ 巧り »，♦ ジタ ジブで レ\» い VPOK ミ •も W " ♦考 

tts マシン さ AXtIt ガ 〇 けと C え 巧知 ♦ レ 巧 «9 ると、 «巧 る こと ザ ホウ ので ま A レで < ださい* 


OLD • みイ W 
OUT H>H 
PR ミが r んん - * 
PRINT が 

がか N，M 

RESTCfiS H 
が 巧 

SAVE • 〜 W ， 
TAPE 


PRINT N*iWi.— 


;> か , 


OLD "UFO" ， CtD"UFCr 
OUT 。〇 ，が 

PRINT ん 6 ，巧 I 们 lUFj 

PRINT #2i 
READ ん もな 
なな ORE 10 ゥ 
か、 巧 "がが 

SAVC • げ 0S む 00 も 4 巧 巧 ， 1 
TAP€ 

•^げ Y •ザが 


，巧 I 们 •UFCI •，巧 


入 也 巧が 


AUTO M>N 

C し €が 


AUTO 10 ，化 (TO 100> 10 

CLEAR 25 ん A7E0O 

as 

CON 了 

氏 L け ， DE し 10>5 ク 

LIST \0 • しほ T tOi iOO ，し 巧 T ， か 
し i$T ♦2> し IST >2 10> >00 
ぶ 41 

RUN .RUN 100 


命を® — M 巧 


i 喔 說赢賊 I 


が 












し 0¢ 

hfAG 

SDDD 

SCO し 


■肺 m そ 


プ〇ブ 5 ム 巧ち * 


• DIM N«W) 


QOSUB 100 ，的 SUB かけ 下 

议 TO け 0 , の了 0 W 口 

げか 1 THEW な 巧〇 10 ク ELSE BM 
LET か W1 
NEXT N 


Rm 

REM UFO NO PRGRAW 
RETURN 


TEP 


リ 1 か ん もな * 23 
VPOKE も SB8 い C/8, い 1 台が 




















巧 泣 














巧 数 一 おお 

でを H 巧 


B « 巧 

まちが 

ASCII <X か 

A;ASCm • が） 

CVtf^(H) 

A-C«Ht 255 ) 

HE な W) 

A 48 HEX>( 16 > 




A^LENCAS) 

防 班 巧" 4 し 7) 


がを r け 0 C も N ) 

VALa*) 



■な 〇 I がぅ の 


£ 说 > 

巧な （ N) 

♦ ♦♦♦♦♦ ♦♦ 

PRINT ERRU 

A ， 巧 EK 化 700 0 ) 

TASa) , 

, PRINT T がく 1 の ミ A 

ホ e な (N> 

i A* け 》 EE " なか 〇バ 巧む ジ 






















巧 0 


お窃 コード ー HR 
















巧！* 


巧 » コード 巧、 ブイし ク hCC クと C と、 フ □ク クム 甲で C クと C とは、 田 レ 巧ヴ* い 5! 
す 9 

•ブイ レク h で ff クと S 

BE ■ネーと いつしぶ C 、 ft な コー の宙〇 巧で 6 のて いる スぞ キーち 巧 レ* も 
•ブ □ク クム 审で C クと S 
9 RIN 了た ♦と を だて か々 す， 
m ) 行か 几* IP リ 



化 n « コ ー K は 、 I 

の PAINT CHA$ (ac 


Rsr^ 

io) 


夕》 成 
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<47) G 
<48) H 
W か ！ 
<4 A ) J 
<4 か K 

UC ) L 
(4 D ) N 
(4€) N 
(4 F ) 0 

巧 0) P 
<91 ) Q 
< S 2) R 
(巧 ） S 
巧 40 T 
< 巧 ） U 

<56> V 
<57) W 
<98) X 
iS9) y 
<5 A ) 之 
(巧 ） C 

(5¢) ♦ 

(50) ) 

<5 E 》 分 

(5 F ) _ 

化〇 ) I 
(61) « 
(62) b 
<63) c 
(64> 6 

(65) • 

(66) i 

(67) 9 
(66) h 
化 9) i 
(6 A ) j 
(6 B ) k 
(6 C > I 

<60 》 A 


羅 とけ Sff て 巧 巧て es す > け 道！! 

DEC — »10 毫献 
HEX •け X 蒙 


DEC ( HEX ) CODE 


ASCII ( アスキー） コ ー K 表 


» 巧 でな、 S ブー 


ごみの A て & ち：: 一 を々 3 g る 場 610* 
ク ちの 巧 さす • 


2345670 夕 01234 78901 な 78 夕 01234 SA789 
7 ア 7 ア 777Tofi8cd&&&8&Q9 タザ 9 夕 9 み 99 yoooooo な 〇〇〇 


X/ ) ) 1/ ) 1^ t7 s/ %/ SJ \7 ) \/ ) ) y. y f 

w 封赛装 黄 男 结蓋凄 ss 夏 為 妾 冀芸寬 票？？ 為？ ご 


t t t t < < < < { < < < t < < 


化發 装宾累 だち ち？ 5 莉芸 芸尝設 S 3 SSSSS 設笑 


EF 瓜 — 之 3 冬 56709 ABCDEF012 玄 ♦5A789ABCOCFO け 2 な啤 
6 か 777777777777777786 B8B8A8888fis 公 && 999 タタ 
cc(^^cccccc{^c{ccccc^cccc C ( i ( 4 ( ( i 4 ( y% (( { 


) } 
8 9 


SS 爱贫 ち異封 養芸誇 巽？？ 若 5 技 55 


10 $ 


BCDE F 01234 S 676 ?^BCDEF 
百 EEE EFFPFFFFFFFFFFF ド F 


巧： ぶ 巧 012343678 9? 2345 


S 5 巧吕 8接 其 逆 b 漂 茂 技 SSS 茂 SSSS 8 置 & SS 養； S 貴 置 巧 S 


な 3 W 巧 676 巧 012343 A 78 夕 012 
9 タ タタ 999，0000000000111 



C ^ ^ ^ f ice ( ^ f ( 

I tIK 111111111 lllli 411111111 1111111111 tllllll 







FOR 

<0 X ク 


が 

L 


—丈ツ 


ooro v> 
MINT N 


つ 


DATA 文の 


て . 


_ ー ジー MS 


ヴ フル 

























•巧が ホ IIH が Jk ィ 

♦go 巧 擁ぶ 金片: ソード 

«：な镇 611 ド •巧 » か 巧ィ 
•a r 本け お a 々 ♦M •い 



ん ビ>々ンター« サわ»*み*1 

•— ItLU (03)602-3030 



